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報
だ
い
せ
ん

び よ      りおおきなせなかに 
あ す

大仙仙北美郷支部消防訓練大会（７月21日）
※「小型ポンプ操法の部」で優勝した大仙市消防団大曲支団第２分団
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万能調味料として話題の塩糀。食べておいしいだけでなく、ビタミンや乳酸菌など栄養素も豊富

発行号、郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号と必ず
4 4

広報紙の
感想などを記入の上、プレゼント係までお送りください。
応募者多数の場合は抽選を行います。当選者の発表は商品の発送
をもって代えさせていただきます。

〒014-8601（住所不要）だいせん日和プレゼント係
ファクス ／  0187-63-1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応募方法 あ て 先

【問い合わせ】
神岡さわやか加工グループ加工所
（道の駅かみおか隣り）
☎ 0187-72-3993（ファクス優先）
【販売場所】
かみおか温泉嶽の湯、道の駅かみおか

【今号の表紙】

〝地域を守る〟消防団。７月21
日に行われた大仙仙北美郷支
部消防訓練大会では、地区予
選を勝ち抜いた消防団員が訓
練の成果を発揮。大仙市消防
団が快挙を成し遂げました。
（消防団員の活躍は30ページ）

神岡さわやか加工グループの「塩糀
こうじ

」

神岡さわやか加工グループ（伊藤明子会長）の「塩糀」（１袋
200g入りを２袋）を５人の方にプレゼントします。

　地元産あきたこまちを使用した塩糀は、同グループ会員の
今リヨさんが試行錯誤を重ね、今年５月に商品化しました。
添加物を一切使わず、糀と塩、水のみですべて手作り。塩分控
えめのやさしい味が野菜や肉、魚など素材のうま味を引き立
ててくれる逸品です。「塩糀で下味を付けてから焼くと肉は
軟らかくなり、魚は臭みが取れます。また、ドレッシング代わ
りに野菜にかけるのもお勧め。油や他の調味料との相性もよ
く、まさに万能調味料です」と今さん。
　塩糀は、かみおか温泉嶽の湯と道の駅かみおかで販売中。
皆さんもぜひご賞味ください。

レプ ゼ トン
読者

̶ お便り送って商品ゲット ̶
締め切り日 8月31日（消印有効）

4

vol.176
2012
8月号

大曲の花火ウィーク2012
８月19日から25日まで開催

002

東日本大震災から１年 被災地は今
７月10日に栗林市長が被災地を視察

005

市役所からのお知らせ１
ひとり親家庭を支援します
「空き家バンク制度」スタート
災害廃棄物に関する測定結果

008

2012大仙夏の風物詩
彩夏せんぼく 2012（８月 15日）、ふるさと
西仙まつり（同）、角間川盆踊り（８月 16日）、
第 28回ドンパン祭り（同）、夏まつり大曲
2012（８月 19日）

013

健康の達人
下山胃腸科内科医院  下山維敏医師
ピロリ菌について

034

いきいき広場
健康長寿はお口の健康から
介護保険事務所からのお知らせ

037

バドミントンで広がる交流の輪
大仙市・韓国唐

たん

津
じん

市
し

バドミントン交流
026

健康通信
ポリオワクチン・二種混合定期・日本脳炎
予防接種、協和・神岡の健診（検診）日程

035

市役所からのお知らせ２
循環バスルート一部変更・運休
８月１日から各種証明書の用紙を変更
父と子のアウトドアクッキング参加者募集 ほか

010

市の動き
大曲と西仙北の乗合タクシー、サービス向上
「大曲の花火」に被災地の方々を招待
新病院などの建設工事に着手
だいせん夢未来債を来秋発行

006

オリーブオイル
やみりんを加え
ると、とろみが
増します。
料理はもちろん
漬け物の漬け床
にも最適な塩糀

「集集
し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集集014 016  集落支援員制度、「がんばる集落」活性化支援事業

018  事例紹介（牛沢又部落会、下淀川西結会、宮田部落会）
022  わたしはこう見た―だいせんの「地域づくり」
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東日本大震災から１年４カ月

被災地は今
青空と穏やかな海が広がり、爽

やかな海風が吹き抜ける三陸
海岸。大津波が襲った海岸とは思え
ない風景。しかし、海岸に背中を向け
反対側を見ると未だに残る津波の爪
痕。建物の基礎部分だけが残る場所、
一面更地になり雑草が生い茂ってい
る場所、手つかずのまま残されている
建物。かつて人が行き交っていた街
並の跡だけが残っていました。

７月10日、栗林市長をはじめ市・消
防関係者など10人が、東日本大

震災以降支援を行ってきた岩手県遠
野市、宮古市、大槌町、大船渡市、陸前
高田市を視察しました。
　宮古市では、山本正徳宮古市長に
大仙市のがれきの受け入れ状況を報
告したほか、がれきの破砕・選別プラ
ントがある藤原埠

ふ

頭
とう

を視察し、処理状
況を確認。山本市長からは「大仙市の
皆さんに本当に感謝したい」との言葉
をいただきました。
　うず高く積まれた〝がれき〟が至る
所に見られる被災地。中には、ほとん
どその処理が進んでいない場所も。
市町村によって復興の度合いには大
きな差があるのが現状です。大槌保
育園の仮園舎を訪れた際、七夕飾り
を目にしました。そこには〝早く復興
しますように〟と書かれた短冊が何枚
もありました。被災地復興は、被災地
の方々はもちろん、私たちみんなの願
い。市では今後も積極的に、そして息
の長い被災地支援を続けます。

1遠野市の「遠野まご
ごろネット」を拠点に
多くのボランティア
が活動中2ボランテ
ィアが寝泊まりする
「遠野まごごろ寮」

3津波で壊滅的な被害を受けた宮古市田老地区。山
本市長が震災当日の津波の状況や震災前の街並な
どを説明4震災で亡くなられた方を追悼。高さ５m
の防潮堤を超え大津波が襲った

5建物の基礎部分だけが残り、更地となってしまっ
た田老地区。6宮古市役所で行われた、がれき受け
入れ状況の報告

宮古市藤原埠頭を視察7大仙市に搬出
される木質可燃性がれき。プラントに投
入し、さらに破砕・選別される8破砕・選
別工程やプラントの稼働状況を確認

9大仙市民ボランティアが活動した大
槌保育園舎内部。来年４月の本園舎再開
に向け、工事が進む

10大船渡港付近
で見た夕日。美し
い夕日が照らす
のはがれきの山
11大船渡市立赤
崎中学校のグラ
ウンドに高くそび
えるがれきの山
12津波で壊滅的
な被害を受けた
陸前高田市。解体
されていない大
きな建物や手つ
かずのまま高く
積まれたがれき
の山が多く残る

11
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市の動き　

地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

大
曲
に
新
規
路
線
、西
仙
北
で
運
行
時
刻
改
善
な
ど

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

Public transportationPublic transportation 
 

新
規
路
線
・
高
関
上
郷
線

 
 

８
月
１
日
か
ら
運
行
開
始

市
が
定
め
る
公
共
交
通
空
白
地
域

（
近
く
に
公
共
交
通
の
路
線
が
な
く
、
自

家
用
車
以
外
で
の
移
動
が
困
難
な
地
域
）
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
大
曲
地
域
の
高
関
上
郷
地

区
。昨
年
度
、同
地
区
住
民
か
ら
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
に
関
す
る
要
望
を
い
た
だ

き
、市
で
は
住
民
説
明
会
を
開
催
。停
留
所

や
経
路
に
つ
い
て
地
元
の
事
情
や
最
適
な

場
所
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
を
も
と
に
乗
合
タ
ク
シ
ー
の

運
行
内
容
を
検
討
し
、
同
地
区
か
ら
中
心

市
街
地
ま
で
を
結
ぶ
新
規
路
線
・
高
関
上

郷
線
を
８
月
か
ら
運
行
し
て
い
ま
す
。

 
 

電
車
の
乗
り
継
ぎ
を
考
慮
し
運
行
時
刻

 
 

改
善
、ユ
メ
リ
ア
ま
で
路
線
を
延
伸

西
仙
北
地
域
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
強

首
線
、土
川
線
、心
像
線
）で
は
、電
車

と
の
乗
り
継
ぎ
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る

よ
う
、
運
行
時
刻
の
見
直
し
を
実
施
。ま

た
、
土
川
線
に
停
留
所「
太
田
谷
地
」を
、

３
路
線
共
通
の
停
留
所
に
「
高
齢
者
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
」「
藤
本
医
院
」「
西
仙

北
ぬ
く
森
温
泉
ユ
メ
リ
ア
」
を
追
加
。さ

ら
に
終
点
を
こ
れ
ま
で
の
刈
和
野
駅
か

ら
ユ
メ
リ
ア
ま
で
延
伸
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
を

目
的
と
す
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
。今
後
も
他

の
公
共
交
通
空
白
地
域
で
の
新
規
運
行
を

順
次
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、既
存
路
線
の
改
善
を
図
る
こ
と
で

住
民
の
日
常
生
活
に
必
要
な
交
通
手
段
を

確
保
し
、皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、

さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
大
曲
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

総
合
政
策
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
３
６
・
２
３
７

○
西
仙
北
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー

 

西
仙
北
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

☎
０
１
８
７（
75
）１
１
１
１

西仙北 大曲

「
大
曲
の
花
火
」
被
災
者
招
待
事
業

「
大
曲
の
花
火
」に
被
災
地
の
方
々
を
招
待

花
火
の
チ
カ
ラ
で
元
気
と
勇
気
を

市
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ

た
方
々
を
８
月
25
日
に
開
催
さ
れ

る
全
国
花
火
競
技
大
会
に
今
年
も
招
待
。

花
火
を
と
お
し
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の

心
の〝
福ふ
っ

幸こ
う

〞を
願
い
ま
す
。

　

災
害
時
相
互
援
助
協
定
等
に
基
づ
き
市

が
支
援
し
て
い
る
岩
手
県
宮
古
市
と
大
船

渡
市
、
大
仙
市
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
し
た
陸
前
高
田
市
と
大
槌
町
。こ
れ

ら
自
治
体
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
被
災

し
仮
設
住
宅
な
ど
に
住
ん
で
い
る
方
と
大

仙
市
内
に
避
難
し
て
い
る
方
を
招
待
し
、

花
火
を
観
覧
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
大
曲
の
花
火
で
勇
気
づ
け
ら
れ
た
」

「
感
動
で
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」「
復

興
に
向
け
て
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
う
こ

と
が
で
き
た
」―
。昨
年
の
招
待
事
業
に

参
加
し
た
方
の
言
葉
で
す
。花
火
の
ま
ち

が
で
き
る
こ
と
。花
火
の
ま
ち
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
。〝
復
興
元
年
〞
と
い
わ
れ

る
今
年
、
花
火
の
ま
ち
大
仙
市
か
ら
被
災

地
の
復
興
に
向
け
た
元
気
、
希
望
、
勇
気

を
発
信
し
ま
す
。

FireworksFireworks

今年の大会テーマは
「つながり」。さまざま
な被災地支援を通じて
より強くなった絆や人
と人とのつながりを花
火をとおして再確認

手をつなぎ、心をつな
ぎ、互いに支え合いな
がら、今後もさまざま
なかたちで被災地支援
を継続します。
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大
曲
通
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開

発
事
業
の
起
工
式
が
７
月
２
日
、

JR
大
曲
駅
前
の
工
事
敷
地
内
で
行
わ
れ
、

事
業
主
体
で
あ
る
大
曲
通
町
地
区
市
街
地

再
開
発
組
合（
佐
々
木
繁
治
理
事
長
）
や
県
、

市
、
施
工
業
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

仙
北
組
合
総
合
病
院
の
移
転
改
築
を

柱
と
す
る
再
開
発
事
業
。総
事
業
費
は

１
５
４
億
円
で
、
旧
ジ
ョ
イ
フ
ル
シ
テ
ィ

大
曲
跡
地
周
辺
と
現
在
の
仙
北
組
合
総
合

病
院
を
含
む
２・
６
㌶
の
区
域
で
工
事
を

進
め
ま
す
。

　

解
体
工
事
が
計
画
ど
お
り
に
進
み
、
７

月
３
日
に
建
設
工
事
に
着
手
。北
街
区
に

は
、
平
成
26
年
春
に
開
院
予
定
の
新
病
院

や
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

施
設
、
商
業
施
設
を
建
設
。完
成
後
に
現

在
の
病
院
を
解
体
し
、
南
街
区
に
は
大
曲

商
工
会
議
所
、
幼
保
一
体
型
の
認
定
こ
ど

も
園
、
駐
車
場
棟
な
ど
を
整
備
、
27
年
６

月
に
は
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
す
る
予

定
で
す
。

　
「
多
く
の
方
の
協
力
で
建
設
工
事
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
。再
開
発
事
業
で
生

ま
れ
る
人
の
流
れ
を
周
辺
商
店
街
の
に
ぎ

わ
い
に
つ
な
げ
た
い
」と
佐
々
木
理
事
長
。

JR
大
曲
駅
前
を
生
活
の
拠
点
と
し
て
再
生

し
、
住
み
よ
く
元
気
な
ま
ち
を
創
出
す
る

た
め
、着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

大
曲
通
町
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

住
民
参
加
型
市
場
公
募
債

新
病
院
の
改
築
支
援
の
財
源
に
活
用

だ
い
せ
ん
夢
未
来
債
を
来
秋
発
行

平
成
26
年
春
開
院
予
定
の「
新
・
仙
北

組
合
総
合
病
院
」の
改
築
支
援
の

財
源
に
活
用
す
る
た
め
、「
だ
い
せ
ん
夢

未
来
債
」を
平
成
25
年
秋（
予
定
）に
発
行

し
ま
す
。

　

夢
未
来
債
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
購

入
し
て
い
た
だ
い
た
資
金
を
元
に
市
が
公

共
施
設
の
整
備
を
行
う
「
住
民
参
加
型
市

場
公
募
債
」。具
体
的
な
購
入
方
法
な
ど
、

詳
細
に
つ
い
て
は
内
容
が
決
ま
り
次
第
、

市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

財
政
課 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
４
１

「
だ
い
せ
ん
夢
未
来
債
」の
概
要（
予
定
）

◆
発
行
総
額
／
４
億
円

◆
発
行
時
期
／
平
成
25
年
秋

◆
償
還
方
法
／
５
年
満
期
一
括
償
還

 

（
平
成
30
年
秋
に
一
括
償
還
）

◆
利
率
／
５
年
利
付
国
債
の
利
回
り
を
上

回
る
利
率

◆
購
入
金
額
／
10
万
円
、30
万
円
、50
万
円
、

 

１
０
０
万
円
、２
０
０
万
円
、３
０
０
万
円
、

 

５
０
０
万
円
の
７
種
類

◆
購
入
限
度
額
／
１
人（
１
法
人
・
１
団
体
）

あ
た
り
５
０
０
万
円

◆
購
入
で
き
る
方
／

 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
個
人
で
、

20
歳
以
上
（
平
成
５
年
10
月
１
日
以
前
の
生

ま
れ
）の
方

②
市
内
に
法
人
登
録
し
て
い
る
法
人
ま
た

は
団
体

③
首
都
圏
ふ
る
さ
と
会
の
会
員
ま
た
は
大

仙
市
出
身
で
、
本
人
が
取
扱
金
融
機
関

の
窓
口
に
来
店
で
き
る
方

◆
取
扱
金
融
機
関
／
秋
田
銀
行（
本
店
、
大

仙
市
内
の
支
店
、東
京
支
店
、仙
台
支
店
）、北

都
銀
行（
同
）、羽
後
信
用
金
庫（
大
仙
市
内

の
支
店
）

◆
申
し
込
み
方
法
等
／
平
成
25
年
秋
に
往

復
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み
を
予
定
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽
選
で
購

入
者
を
決
定

平
成
27
年
６
月
の
全
工
事
完
了
を
目
指
し
て

新
病
院
な
ど
の
建
設
工
事
に
着
手

Public issuesPublic issues

City planningCity planning

工事が進む旧ジョイフルシティ大曲跡地周辺
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現
在
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
は
忘
れ
ず
に
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。届
け
出
が

必
要
な
方
に
は
通
知
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
な
ど
で
父
ま
た
は
母
と
生

計
が
異
な
る
子
ど
も
や
、
父
ま
た

は
母
に
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
を

支
援
す
る
制
度
で
す
。子
ど
も
が

18
歳
に
な
る
年
の
年
度
末
ま
で（
子

ど
も
に
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
に

な
る
月
ま
で
）、
父
ま
た
は
母
、
養
育

者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。（
老
齢

福
祉
年
金
を
除
く
公
的
年
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
場
合
や
、事
実
上
の
婚
姻

状
態
に
あ
る
場
合
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
）

◆
支
給
月
／
４
・８
・12
月

◆
支
給
額
／
（
月
額
・
所
得
に
よ
る
）

 

【
全
部
支
給
】４
万
１
４
３
０
円

 

【
一
部
支
給
】９
７
８
０
円
〜

 

４
万
１
４
２
０
円

 

【
加
算
額
】
子
ど
も
が
２
人
い
る

場
合
５
０
０
０
円
が
加
算
さ

れ
、
３
人
以
降
は
１
人
に
つ
き

３
０
０
０
円

◆
現
況
届
提
出
期
限
／

 

８
月
31
日（
金
）

特
別
児
童
扶
養
手
当

  

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
が

あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
方
に
対
し
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。（
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
障
が
い
を

理
由
に
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

◆
支
給
月
／
４
・８
・11
月

◆
支
給
額
／（
月
額
・
障
が
い
の
程
度

に
よ
る
）

 

【
１
級
】５
万
４
０
０
円

 

【
２
級
】３
万
３
５
７
０
円

◆
所
得
状
況
届
受
付
期
間
／

 

８
月
13
日（
月
）か
ら

９
月
10
日（
月
）ま
で 

【問い合わせ・申請】
 各支所市民サービス課
 児童家庭課 ☎0187-63-1111 内線129・150

各種制度を設け経済面をサポート
ひとり親家庭を支援します

【問い合わせ・申請】
 建築住宅課 ☎0187-66-4909

空き家を有効活用、定住促進・地域活性化図る
「空き家バンク制度」スタート

注意事項注意事項
○空き家バンク制度は、「大仙市空き家バ
ンク制度要綱」に基づいて行っています。
○「大仙市空き家バンク制度要綱」は、空き
家バンク制度以外の空き家の取り引き
を規制するものではありません。
○空き家の売却や賃貸について、市では、
あっせんおよび仲介行為を一切行いま
せん。
　なお、契約等に関する一切のトラブルに
ついては、当事者間で解決するものです。
○登録された個人情報の取
り扱いについては、大仙市
個人情報保護条例の規定
に基づき、本制度の目的外
に使用することはありま
せん。

制度 制度の内容
ひとり親家庭
日常生活支援事業

就職活動や病気などで家事・育児に困っている場合、家庭生活支援員
を派遣し、日常生活の世話や育児、児童の生活指導などを行います。

保育料の援助 子どもを保育所や幼稚園などに入所させて働いている場合、保育料
を援助します。（所得制限あり）

ひとり親家庭就業・自
立支援センター事業 就業相談（窓口、電話など）や技能習得のための講習会を行います。

母子寡婦福祉資金
貸付金

母子家庭や寡婦の経済的自立と生活の安定を図るため、無利子、また
は低金利で子どもの修学資金等の貸し付けを行います。

ひとり親家庭
住宅整備資金貸付

市内在住のひとり親家庭で住宅の整備を必要とする方に、１戸あたり150
万円を限度に無利子または低金利で住宅資金の貸し付けを行います。

母子家庭自立支援
給付金支援事業

母子家庭の母が教育訓練講座の受講または養成機関で修業をする場
合、家計負担の軽減や経済的自立を支援するため給付金を支給します。

ひ
と
り
親
家
庭
各
種
支
援
制
度

市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を

有
効
に
活
用
し
、
市
内
へ

の
定
住
と
地
域
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
空
き
家
に
関
す

る
情
報
の
登
録
と
空
き
家
の
利
用

希
望
者
に
関
す
る
登
録
を
と
お
し

て
、
そ
の
両
者
に
情
報
提
供
を
行

う
も
の
で
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
す
る
に

は
、空
き
家
の
所
有
者
、利
用
希
望

者
と
も
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　

登
録
申
請
の
様
式
は
、
建
築
住

宅
課
（
大
曲
南
庁
舎
２
階
）
の
窓
口

に
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w.city.daisen.

akita.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
空
き
家
／

 

市
内
に
所
在
す
る「
住
宅
」と
し

て
建
築
さ
れ
た
建
物
で
、
常
時

無
人
の
状
態
に
あ
る
も
の

◆
手
続
き
の
流
れ
／　

①
空
き
家
の
売
却
・
賃
貸
を
希
望

す
る
所
有
者
の
方
が
建
築
住
宅

課
に
登
録
申
請

②
申
請
内
容
を
確
認
後
、
空
き
家

の
情
報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
窓
口
で
閲
覧
し
公
開

③
空
き
家
の
購
入
・
賃
貸
を
希
望

す
る
方
が
建
築
住
宅
課
に
利
用

希
望
者
登
録
申
請

④
希
望
条
件
が
適
合
し
た
当
事
者

間
で
交
渉



６月21日から７月20日までの受け入れ分
災害廃棄物に関する測定結果

【問い合わせ】
 環境交通安全課 ☎0187-63-1111 内線275
 大仙美郷環境事業組合 ☎0187-62-1749

すべての項目で基準を大きく下回り、これ
まで観測されているレベルと同程度の結

果となりました。なお、測定結果は、市ホームペ
ージ（http://www.city.daisen.akita.jp/）と大仙美郷環
境事業組合のホームページ（http://www.dmkjk.jp/）
にも掲載しています。

※測定頻度／週１回※測定機関／秋田県環境整備課
▶ 大仙美郷クリーンセンター、最終処分場敷地境界の空間放射線量率

敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.04 ～ 0.05 0.04 0.03～ 0.09

敷地境界 バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.03 ～ 0.05 0.03 ～ 0.04 0.03～ 0.09

① 大仙美郷クリーンセンター 単位：μSv／ h ② 最終処分場 単位：μSv／ h

▶ 搬出時（宮古市）での測定結果 ※測定機関／エヌエス環境株式会社

※バックグラウンド＝測定対象の影響を受けない十分に離れた地点

破砕・選別エリア バックグラウンド 秋田県の通常レベル
0.04 0.06 ～ 0.07 0.03～ 0.09

※測定頻度／毎日① 破砕・選別エリアの空間放射線量率 単位：μSv／ h

運搬車両 バックグラウンド
0.05 ～ 0.08 0.06 ～ 0.07

※測定頻度／運搬車両毎② 運搬車両の空間放射線量率 単位：μSv／ h

※遮蔽線量率＝自然界にある放射線の影響を受けにくい鉛の箱の中で測定した放射線量率

災害廃棄物（Ａ） バックグラウンド（Ｂ） （Ａ）から（Ｂ）を差し引いた値 秋田県ガイドライン目安値
0.037 ～ 0.042 0.035 ～ 0.038 - 0.001 ～ 0.004 （Ａ）-（Ｂ）が 0.01 を超えないこと

※測定頻度／毎日③ 災害廃棄物の遮
しゃ

蔽
へい

線量率 単位：μSv／ h

※測定頻度／月１回

※かっこ内は検出下限値（測定を行った際に検出できる最小値）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（1.9） 不検出（2.0） 不検出 100 を超えないこと

④ 破砕・選別後の災害廃棄物の放射性セシウム濃度（６月19日に試料採取） 単位：Bq／ kg

▶放射性セシウム濃度測定

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
主灰（燃え殻） 不検出（25） 不検出～ 26（25） 不検出～26 8,000を超えないこと飛灰固化物（ばいじん） 不検出（25） 不検出～ 46（25） 不検出～ 46

① 簡易測定（ヨウ化ナトリウムシンチレーションスペクトロメータ）
※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター ※かっこ内は検出下限値 単位：Bq／ kg※測定頻度／主灰は毎日、飛灰固化物は週２回

※測定頻度／週１回
② 精密測定（ゲルマニウム半導体検出器）　※６月20日・25日、７月２日・９日に試料採取

単位：Bq／ kg
セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値

主灰 不検出（9.1 ～ 16） 不検出（6.1 ～ 16） 不検出 8,000を超えないこと飛灰固化物 不検出～17（8.2～18） 19 ～ 43（7.9 ～ 19） 31 ～ 52

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター（６月20日）、株式会社理研分析センター（６月25日、７月２日・９日）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（0.38） 不検出（0.49） 不検出 （セシウム134 の値 ÷20）+（セシウム 137 の値 ÷30）の値が１以下

※測定頻度／月１回※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター 単位：Bq／m3③ 排ガス中の放射性セシウム濃度（６月20日に試料採取）

※測定頻度／月１回

セシウム 134 セシウム 137 合計値 秋田県ガイドライン目安値
不検出（0.29 ～ 0.45）不検出（0.41 ～ 0.51） 不検出 （セシウム134 の値 ÷60）+（セシウム 137 の値 ÷90）の値が１以下

※測定機関／株式会社秋田県分析化学センター 単位：Bq／ℓ
④ 最終処分場周辺地下水および防災調整池放流水の放射性セシウム濃度（６月21日に試料採取）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 平成 20年から 23年までの秋田市の土壌測定結果
不検出（5.7 ～ 8.3） 不検出～ 21（6.2 ～ 7.6）不検出～21 25～ 29.5

⑤ クリーンセンター周辺土壌の放射性セシウム濃度（６月27日に試料採取）
※測定機関／秋田県健康環境センター ※測定頻度／３カ月に１回 単位：Bq／ kg※かっこ内は検出下限値

⑥最終処分場周辺土壌の放射性セシウム濃度（６月27日に試料採取）

セシウム 134 セシウム 137 合計値 平成 20年から 23年までの秋田市の土壌測定結果
不検出（5.8 ～ 9.1） 不検出～ 18（7.3 ～ 8.4）不検出～18 25～ 29.5

※測定頻度／３カ月に１回※測定機関／秋田県健康環境センター 単位：Bq／ kg※かっこ内は検出下限値

※測定頻度／搬出車両毎

▶焼却灰運搬車両の空間放射線量率
※測定機関／大仙美郷環境事業組合 運搬車両 バックグラウンド

0.03 ～ 0.05 0.04～ 0.05

単位：μSv／ h

DAISEN City Public Relations 2012.89
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

８月は市民税（普通徴収）
２期、国民健康保険税２
期、後期高齢者医療保険
料２期の納付月です。
忘れずに納期内の完納を
お願いします。

Information

毎月第２・第４木曜日は
子育てママの就職相談
時間／午後１時～４時
会場／女性センター
※無料の託児サービスあり
申し込み・問い合わせは
女性センターまで
☎0187-62-1713

嶽
ド
ー
ム
団
体
利
用

申
請
受
け
付
け
開
始

                                         
　

10
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
の
嶽
ド
ー
ム
団
体

利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

嶽
ド
ー
ム
事
務
室
に
用
意
し
て

あ
る
利
用
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
事
務
室
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
は
必
ず
団
体
・

サ
ー
ク
ル
ご
と
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。調
整
後
の
空
き
情
報
に

つ
い
て
の
照
会
は
、
９
月
16
日

（
日
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
８
月
１
日
（
水
）

か
ら
17
日（
金
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

神
岡
屋
内
多
目
的
施
設

 

（
嶽
ド
ー
ム
）

 

☎
０
１
８
７（
72
）２
７
２
１

団体利用申請は８月１
日から受け付けます
皆さんの利用をお待ち
しています

循
環
バ
ス
ル
ー
ト
を

循
環
バ
ス
ル
ー
ト
を

一
部
変
更
、期
間
運
休

一
部
変
更
、期
間
運
休

　

８
月
19
日
に「
夏
ま
つ
り
大

曲
」が
開
催
さ
れ
る
た
め
循
環
バ

ス
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、
第
86
回
全
国
花
火
競

技
大
会
に
よ
る
交
通
規
制
の
た

め
、
８
月
24
日
午
後
３
時
発
便

か
ら
25
日
最
終
便
ま
で
運
休
し

ま
す
。ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
ル
ー
ト
一
部
変
更
】

 

期
日
／
８
月
19
日（
日
）

 

停
車
し
な
い
停
留
所
／

 

No
③
花
火
通
り
組
合
病
院
前

 

No
④
花
火
通
り
ペ
ア
ー
レ
前

 

No
⑤
花
火
通
り
橋
上
公
園
前

 

No
⑥
産
業
展
示
館
前

 

最
寄
り
の
停
留
所
／

 

No
②
大
曲
駅

 

No
⑦
浜
町
交
差
点

【
運
休
】

 

期
間
／
８
月
24
日（
金
）午
後

３
時
発
便
か
ら
25
日（
土
）最

終
便
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
３
６

ゼ
ロ
予
算
事
業

ゼ
ロ
予
算
事
業

出
前
講
座
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
者
追
加
募
集

　

初
心
者
を
対
象
に
開
催
す
る

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受
講
者
を
追

加
募
集
し
ま
す
。定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
５
０
０
円

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室
】

 

対
象
／
パ
ソ
コ
ン
に
初
め
て

触
れ
る
な
ど
、パ
ソ
コ
ン
初
心

者
の
方

 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
電
源
の
オ
ン
・
オ
フ
、マ
ウ
ス
・
キ
ー

ボ
ー
ド
の
使
い
方
、文
字
入
力
な
ど
）

【
エ
ク
セ
ル
入
門
教
室
】

 

対
象
／
基
本
的
な
文
字
入
力

の
で
き
る
方

 

内
容
／
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た

表
計
算
、グ
ラ
フ
作
成
な
ど

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課

 

内
線
３
８
５

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

パ
ソ
コ
ン
教
室

◆
対
象
対
象
／
市
内
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
Ｉ
Ｔ
研
修
室

 

（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
12
人

◆
申
し
込
み
開
始
／
８
月
８
日

（
水
）午
前
９
時
30
分

※
申
し
込
み
は
１
人
１
コ
ー
ス
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
室（
神
岡
庁
舎
内
）

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
３
３

コース名 期日 テキスト代

初めての
パソコン

９月３日（月）・５日
（水）・７日（金）・
10日（月）・12日（水）

500円

ワード
基礎

９月 11 日（火）・14
日（金）・18日（火）・
21日（金）・25日
（火）・28日（金）

2,100円

期日 時間 会場 定員
８月30日（木）
　  ・31日（金）

午前10時～
午後４時 協和庁舎 ８人

パソコン入門教室の日程

パソコン教室のコース・日程

期日 時間 会場 定員
９月  ６日（木）
　  ・  ７日（金）

午前10時～
午後４時

大曲中央
公民館 ２人

エクセル入門教室の日程

講師が丁寧に指導
します。
初心者の方もパソ
コン操作を身に付
けられるチャンス
です。
ぜひ申し込みくだ
さい。
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作品募集

大
仙
市
民
短
歌
大
会

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在

勤・在
学
の
方
、ま
た
は
市
内
の

短
歌
会
に
所
属
し
て
い
る
方

◆
応
募
規
定
／
公
民
館
等
に
用

意
し
て
あ
る
詠え

い
そ
う草
用
紙
、
ま

た
は
原
稿
用
紙
・
便
箋
に
短

歌
を
楷
書
で
一
首

※
受
け
付
け
後
の
作
品
の
訂
正
不
可

◆
投
稿
料
／
１
０
０
０
円

 

（
高
校
生
以
下
は
無
料
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
①
住
所
②

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
雅
号
③
年

齢
④
電
話
番
号
⑤
所
属
団
体

名（
学
校
名・学
年
）⑥
大
会
当
日

の
出
欠
を
記
入
し
、投
稿
料
を

添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
さ
れ
る
方
は
現
金
書
留
か
郵

便
小
為
替
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
６
日
（
木
）

※
当
日
消
印
有
効

◆
大
会
日
時
／
10
月
20
日（
土
）

 

午
後
１
時
〜

◆
会
場
／
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

【
申
し
込
み
】

 

〒
０
１
４
―
０
０
２
５

 

大
曲
大
町
７
―
２

 

大
仙
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

短
歌
大
会
係

【
問
い
合
わ
せ
】

 

生
涯
学
習
課

 
☎
０
１
８
７（
63
）７
２
６
２

８
月
１
日
か
ら

変
わ
り
ま
し
た

各
種
証
明
書
の
用
紙

　

８
月
１
日
か
ら
市
民
課
お
よ

び
税
務
課（
支
所
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
）
で
発
行
す
る
各
種
証
明
書

（
改
ざ
ん
防
止
を
施
し
て
い
る
も
の
）

の
用
紙
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

用
紙
の
色
が
こ
れ
ま
で
の
薄
い

黄
緑
色
か
ら
薄
い
灰
色
に
変
わ

る
ほ
か
、
用
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い

る
地
模
様
の「DAISEN CITY

」の

文
字
が
白
く
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
７
月
31
日
ま
で
に
発

行
さ
れ
た
旧
用
紙
の
証
明
書
も

有
効
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

市
民
課 

内
線
１
３
０

 

税
務
課 

内
線
１
０
７

原
爆
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
目

指
す
世
界
各
国
の
自
治
体
で
構

成
さ
れ
る「
平
和
市
長
会
議
」に

加
盟
し
て
い
ま
す
。同
会
議
が

作
成
し
た
原
爆
に
関
す
る
ポ
ス

タ
ー
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
期
間
／
８
月
15
日（
水
）ま
で

◆
会
場
／
大
曲
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル

◆
入
場
料
／
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】

 

総
合
政
策
課 

内
線
２
２
９

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

　

平
成
24
年
６
月
30
日
の
任
期

満
了
に
伴
い
、
市
議
会
の
同
意
を

得
て
、
７
月
１
日
付
け
で
法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

（
再
任
）さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

市
民
課 
内
線
１
３
０【再任】

髙畠良市さん
（中仙地域清水）

開
催
間
近
！

開
催
間
近
！

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
は
お
早
め
に

チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
は
お
早
め
に

魅
惑
の
タ
ン
ゴ
シ
ョ
ー

魅
惑
の
タ
ン
ゴ
シ
ョ
ー

　

本
場
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で

タ
ン
ゴ
の
魂
を
つ
か
ん
だ
歌
の

女
王
・
香
坂
優
と
６
人
の
オ
ル
ケ

ス
タ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ダ
ン
サ
ー

ら
に
よ
る
魅
惑
の
タ
ン
ゴ
シ
ョ
ー

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
８
月
５
日（
日
）

 

午
後
６
時
開
演

 

（
午
後
５
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
／

 

大
曲
市
民
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
全
席
指
定

 

【
Ｓ
席
】４
０
０
０
円

 

【
Ａ
席
】３
５
０
０
円

 

【
Ｂ
席
】３
０
０
０
円

※
当
日
券
は
各
席
プ
ラ
ス
５
０
０
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／

 

大
曲
市
民
会
館

【
問
い
合
わ
せ
】

 

大
曲
市
民
会
館（
月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

＝ 

大
曲
市
民
会
館
自
主
事
業 

＝

　平成24年６月30日の任期満了に伴い、市議会の同意を得
て７月１日付けで大仙市教育委員会委員に富樫佳典さん
（再任）、鈴木直樹さん（新任）が任命されました。また、大仙市
教育委員会委員長の任期満了に伴い、７月１日の教育委員
会臨時会で物部長仁さん（新任）が委員長に選出されました。
【問い合わせ】教育総務課 内線333

大仙市教育委員会委員長（新任）の選出
大仙市教育委員会委員（新任・再任）の任命

教育委員会委員長
【新任】
物部長仁さん
（協和地域境）

教育委員会委員
【新任】
鈴木直樹さん
（中仙地域長野）

教育委員会委員
【再任】
富樫佳典さん
（大曲地域東川）

８月１日から
薄い灰色

７月31日まで
薄い黄緑色

変更見 本見 本 見 本見 本
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大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 

大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中

よ
い
席
は
お
早
め
に

観
世
流
・
定
期
能
公
演

◆
日
時
／
９
月
１
日（
土
）

 

午
後
１
時
開
演（
正
午
開
場
）

◆
会
場
／

 

ま
ほ
ろ
ば
唐
松
能
楽
殿

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／
全
席
指
定

 

【
Ｓ
席（
正
面
）】

 

前
売
り
８
０
０
０
円

 

（
当
日
８
５
０
０
円
）

 

【
Ａ
席（
脇
正
面
）】

 

前
売
り
７
０
０
０
円

 

（
当
日
７
５
０
０
円
）

【
問
い
合
わ
せ・チ
ケ
ッ
ト
販
売
】

 

協
和
市
民
セ
ン
タ
ー（
和
ピ
ア
）

 

☎
０
１
８（
８
９
２
）３
８
２
０

協
和
市
民
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業

父
と
子
の
ア
ウ
ト
ド
ア

ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

◆
対
象
／
幼
稚
園
・
保
育
園
の

年
長
児
、小
学
生
と
そ
の
父
親

（
祖
父
と
孫
と
の
参
加
も
可
）

◆
日
時
／
９
月
９
日（
日
）
 

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

◆
会
場
／
大
曲
フ
ァ
ミ
リ
ー
キ

ャ
ン
プ
場

◆
定
員
／
10
組

◆
参
加
費
／
１
家
族
１
０
０
０
円

 

（
保
険
料
含
む
）

◆
申
込
期
限
／
８
月
28
日（
火
）

◆
持
参
す
る
も
の
／

 

箸
、ス
プ
ー
ン
、軍
手

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

男
女
共
同
参
画・交
流
推
進
課

 

内
線
２
９
７

臨時職員募集

第24回グランプリ
乾ひろこさん

　「ピアノ」「弦・管・打楽器」「声楽」の３部
門からなる、大曲新人音楽祭コンクールの出
場者を募集します。
※過去に同コンクールでグランプリを受賞した経
験のある方の同一演奏部門への出場は不可

◆部門・参加資格／
 【ピアノ、弦・管・打楽器】高校生から30歳まで
 【声楽】高校３年から35歳まで
◆参加費／１部門１万円
◆申込期限／10月31日（水）※当日消印有効
◆授賞（副賞）／
 【グランプリ】１人（30万円）
 【優秀賞】２人（10万円）
 【奨励賞】３人（５万円）

◆大会日程／
 【予選】平成25年１月13日（日）正午～
 大曲市民会館・大ホール、同・小ホール
 【本選】25年１月14日（月）午後０時30分～
 大曲市民会館・大ホール
【問い合わせ・申し込み】
 大曲市民会館（月曜休館）
 ☎0187-63-8766
 〒014-0063 大曲日の出町２-６-50

第25回大仙市大曲新人音楽祭コンクール第25回大仙市大曲新人音楽祭コンクール
出場者募集出場者募集

／

ろ

／

回グランプリ
ろこさん

／

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策

神
岡
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

◆
対
象
／
求
職
中
の
方

◆
募
集
職
種
・
人
員
／
Ｉ
Ｔ
講

座
指
導
補
助
員
・
１
人

◆
勤
務
場
所
／
神
岡
総
合
情
報

セ
ン
タ
ー（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
雇
用
期
間
／
９
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
２
月
28
日
ま
で

※
３
月
31
日
ま
で
更
新
の
場
合
あ
り

※
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
で
の
雇
用
期
間
は
通
算
で
１
年

以
内
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
平
成

21
年
度
以
降
に
同
事
業
で
雇
用
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
（
他
市
町
村
を

含
む
）方
は
、雇
用
期
間
が
制
限
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
８
月
２
日
（
木
）

か
ら
20
日（
月
）ま
で

※
申
し
込
み
時
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

紹
介
状
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５

【
申
し
込
み
】

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課 

内
線
３
８
５

参加者募集

消費生活に関する相談
は消費生活相談室へ
悪質商法による契約トラ
ブルや振り込め詐欺など
の消費生活に関する問題
は、ひとりで悩まず消費
生活相談室（大曲庁舎２
階）にご相談ください。
☎ 0187-63-1136

し尿のくみ取り依頼は
お早めに
お盆前はし尿のくみ取り
予約が集中します。
くみ取り業者への依頼は
余裕を持って早めに行い
ましょう。
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 2012 大仙大仙

の風物詩の風物詩

市指定無形民俗文化財 

角間川盆踊り角間川盆踊り

彩夏せんぼく2012彩夏せんぼく2012 第28回ドンパン祭り第28回ドンパン祭りふるさと西仙まつりふるさと西仙まつり

8／15
水

8／16
木

8／16
木

8／19
日

8／15
水

夏まつり大曲2012夏まつり大曲2012

　幻想的な世界を演出する約800
個の灯ろうが静かに川面を流れる
中、約1,200発の花火が夜空と川面
を彩ります。
※駐車場は西仙北庁舎前

◆◆日時／８月15日（水）
 【灯ろう流し】午後７時40分～
 【花火】午後８時～
◆◆会場／雄物川河川敷（刈和野橋上流）
【問い合わせ】
 西仙北支所市民サービス課
 ☎0187-75-2961

　会場いっぱいにドンパン踊りの熱
気と輪が広がります。フィナーレは
約1,500発の花火が夜空を彩ります。
※花火はインターネットで生中継
 http://www.ustream.tv/user/hananet
◆◆日時／８月16日（木）
 午後１時30分～９時45分
◆◆会場／ドンパン広場（中仙庁舎隣り）
【問い合わせ】
 ドンパン祭り実行委員会事務局
  （中仙農村環境改善センター内）
 ☎0187-56-2337

　平安時代の衣裳を身にまとった
「平安行列」のほか、魚のつかみ取
りや民謡ショーなどを行います。
　フィナーレの花火ショーでは、約
1,000発の花火が史跡の里の夜空に
咲き誇ります。
◆◆日時／８月15日（水）
 午後３時～９時
◆◆会場／払田柵跡内特設会場
【問い合わせ】
 仙北支所市民サービス課
 ☎0187-63-3003

　笛や太鼓のおはやし、優雅な踊
り。上品で風流な踊りの輪が通り
に広がります。
※当日は交通規制のため、車両通行止め
区間があります。

◆◆日時／８月16日（木）午後７時30分～
◆◆会場／角間川町本通り
【問い合わせ】
 角間川公民館 ☎0187-65-2545

　今年は大曲の花火ウィークに合わせて開
催。昼の部は「第42回子ども樽みこしコンテ
スト」をはじめ、ステージイベントや展示企
画など盛りだくさん。夜の部では踊りの広場
のほか、獅子の会による二

にひゃっかんみこし

百貫神輿、交差点
を中心としたクロスストリート花火、花火の
打ち上げなど行います。（関連記事2・３ページ）
◆◆日時／８月19日（日）午前11時～午後９時
◆◆会場／花火通り商店街
※当日は交通規制のため、花火通り商店街、つつど
んたまちゃん通りは午前10時から午後10時まで
車両通行止めになります。

【問い合わせ】
 商工観光課 ☎0187-63-1111 内線250
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「「集集
し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

「人が活き　人が集う　夢のある田園交流都市」
･･･市が掲げる将来都市像ですが、
人付き合いの希薄化や都市部への生活依存などが進んでいます。
今回の特集では、
「市の元気は地域から、地域の元気は自治組織から」を合言葉に、
市や自治組織の取り組みを紹介します。
あなたが住む「集落」も一手間かけることで「集楽」に変わるかもしれません。

特 集
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バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
写
真
を
で
き
る

だ
け
盛
り
込
み
楽
し
さ
を
演
出
し
な

が
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る

「
だ
い
せ
ん
日
和
」。と
こ
ろ
が
、
中
に
は
読

む
と
思
わ
ず
た
め
息
が
出
て
し
ま
う
記
事

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
「
人
口
と
世
帯
数
」。住
民
基
本
台

帳
を
基
に
月
ご
と
の
人
口
動
態
を
シ
ン
プ

ル
に
ま
と
め
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で

目
を
引
く
の
が
か
っ
こ
書
き
で
記
さ
れ
て

い
る
前
月
と
の
数
値
比
較
で
す
。市
町
村
合

併
時
お
よ
そ
９
万
６
千
人
だ
っ
た
人
口
も
、

７
年
間
で
お
よ
そ
７
千
人
が
減
少
し
９
万

人
を
割
り
込
み
ま
し
た
（
左
図
）。一
日
当
た

り
で
は
、
市
の
人
口
は
２
・
65
人
ず
つ
減
少

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
世
帯
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
合
併
後
お
よ
そ
７
０
０
世
帯
も
増
え
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、
一
世
帯
あ
た
り
の
構
成

員（
家
族
の
人
数
）が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
お
り
、
平
成
23
年
度
末
で
２
・
９
人

と
、
家
族
の
か
た
ち
も
だ
い
ぶ
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。全
国
的
に
見
て
も
、
一
人
暮
ら
し

世
帯
や
高
齢
者
夫
婦
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

変
化
し
て
い
く
地
域
の
か
た
ち

　

住
民
の
数
が
減
っ
て
き
て
い
る̶

。

　

人
口
動
態
の
デ
ー
タ
な
ど
を
見
ず
と
も
、

わ
た
し
た
ち
は
そ
れ
を
肌
で
実
感
し
て
い

ま
す
。か
つ
て
は
子
ど
も
た
ち
の
笑
い
声
が

響
い
て
い
た
小
・
中
学
校
で
は
児
童
生
徒
数

の
減
少
が
進
み
、
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
に

便
利
だ
っ
た
地
元
の
小
さ
な
雑
貨
店
も
入

り
口
を
閉
ざ
し
た
ま
ま
。地
域
の
象
徴
だ
っ

た
も
の
の
多
く
が
人
知
れ
ず
そ
っ
と
姿
を

消
し
ま
し
た
。ま
た
、
時
代
の
流
れ
の
中
で

家
族
の
枠
組
み
は
変
化
し
、
同
居
し
て
い
る

家
族
を
頼
り
に
す
る
生
活
が
立
ち
行
か
な

く
な
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　

人
口
減
少
と
併
せ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
の
が
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
問
題
な
ど
、

地
域
社
会
の
弱
体
化
の
問
題
で
す
。こ
れ
ら
に

特
効
薬
の
よ
う
な
施
策
は
な
い
と
言
わ
れ
、全

国
の
市
町
村
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
に
つ
い
て
「
こ
の

ま
ま
で
は
い
け
な
い
」「
な
ん
と
か
し
た
い
」

と
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
人
は
少
な
く
な

い
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
の
一
方
で
、「
い
ま
さ

ら
遅
い
」「
や
っ
て
も
無
駄
」と
現
状
を
あ
き

ら
め
て
い
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
が
こ
の
地
域
で
生
き
て
い

く
以
上
、
こ
の
地
域
の「
こ
れ
か
ら
」に
無
関

心
で
い
て
い
い
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。家
族

の
か
た
ち
、
地
域
の
か
た
ち
が
変
化
し
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
合
わ
せ
、
わ
た
し

た
ち
も
変
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
自
ら
の
力
で
自
分
た

ち
の
住
む
地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う

自
治
組
織
を
応
援
す
る
た
め
、
座
談
会
開
催

へ
の
支
援
や
集
落
支
援
員
制
度
の
設
置
、
そ

し
て
「
が
ん
ば
る
集
落
」
活
性
化
支
援
事
業

な
ど
の
各
種
支
援
を
創
設
し
ま
し
た
。

集
落
の「
が
ん
ば
る
！
」を

応
援
し
ま
す

大仙市の人口の推移（住民基本台帳より）
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「
集
落
支
援
員
」と
は

「
集
落
支
援
員
」と
は

　

集
落
支
援
員
は
、
集
落
内
の
点
検
、
集
落

の
在
り
方
・
問
題
・
課
題
に
つ
い
て
集
落
住

民
と
話
し
合
い
、
対
策
と
な
る
活
動
な
ど

の
方
法
を
講
じ
る
こ
と
、
講
じ
た
対
策
に

つ
い
て
支
援
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
総

務
省
が
平
成
20
年
に
制
度
化
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
小
規
模
な
集
落
、
高
齢
化
が
進

む
集
落
の
つ
な
が
り
の
強
化
や
維
持
・
活

性
化
を
目
指
し
、
22
年
の
試
験
的
な
設
置

を
経
て
24
年
４
月
に
本
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

大
仙
市
の
集
落
支
援
員
は
、
担
当
す
る

集
落
を
新
た
な
視
点
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
集
落
外（
地
域
外
）の
人
材
を
配
置

す
る
と
と
も
に
、
会
議
や
研
修
を
通
し
て

対
策
や
先
進
事
例
の
検
討
、
収
集
を
し
て

い
ま
す
。

※ 

写
真
は
現
在
活
動
し
て
い
る
集
落
支
援
員

の
皆
さ
ん
。
写
真
右
か
ら
山
崎
篤
志
さ
ん

（
大
曲
西
根
）、
藤
原
正
美
さ
ん
（
神
宮
寺
）、

山
崎
浩
さ
ん（
大
曲
西
根
）

仙
北
地
域
）
と
土
渕
集
落
（
協
和
地
域
）
で
座
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
は
、
集
落
が
抱
え
る
問
題
や
課

題
、ま
た
、集
落
の
特
長
や
伝
統
・
風
習
な
ど

に
つ
い
て
参
加
者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。そ
の
中
に
は
、「
住
民
の
高
齢
化
で
自
治

会
活
動
が
減
っ
た
」、「
子
ど
も
が
減
少
し
て

世
代
間
交
流
の
機
会
が
な
く
な
っ
た
」な
ど
、

不
安
を
訴
え
る
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

座
談
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
市
で
は
、

地
域
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
22
年
10

月
、
３
地
域
７
カ
所
の
集
落
に
集
落
支
援
員

を
試
験
的
に
配
置
し
ま
し
た
。現
在
３
人
の

集
落
支
援
員
が
、
集
落
の
要
望
に
応
じ
て
助

言
し
た
り
支
援
し
た
り
と
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
が
ん
ば
る
集
落
」活
性
化
支
援
事
業

　

集
落
の
今
後
に
つ
い
て
は
、「
元
気
が
あ

っ
た
ひ
と
昔
前
の
集
落
に
戻
し
た
い
」、「
特

色
の
あ
る
取
り
組
み
を
し
た
い
」、「
住
民
が

減
り
、
集
落
の
今
後
が
心
配
だ
」
な
ど
の
意

見
が
あ
る
一
方
で
、「
現
在
の
集
落
の
あ
り

方
に
満
足
し
て
い
る
」、「
行
政
に
や
ら
さ
れ

る
活
動
が
増
え
る
と
迷
惑
だ
」
と
い
っ
た
声

も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、対
策
会
議
か
ら
の
提
言
と
、座
談

会
で
聞
き
取
り
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
基
に
、23
年
11
月
に「『
が
ん
ば
る
集
落
』活

性
化
支
援
事
業
」を
始
め
ま
し
た
。自
治
会
な

ど
の
自
治
組
織
が
自
分
た
ち
で
話
し
合
い
、

企
画
し
た
活
動
を
継
続
し
て
自
主
的
・
主
体

背伸びせずに続ける活動で背伸びせずに続ける活動で
住むところを元気に住むところを元気に
－集落支援員制度と「がんばる集落」活性化支援事業－－集落支援員制度と「がんばる集落」活性化支援事業－

「集集
し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「「集

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
背
景
に
、

市
で
は
、
地
域
住
民
の
共
同
体
と
し

て
の
自
治
組
織
の
活
性
化
と
機
能
強
化
、
住

民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
目
的
に
、平

成
20
年
に
「
小
規
模
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対

策
会
議
」を
設
置
し
ま
し
た
。対
策
会
議
は
、

副
市
長
を
会
長
に
、
関
係
団
体
の
長
や
地
域

協
議
会
の
委
員
で
組
織
。自
治
会
長
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
集
落
座
談
会
で
現
状
を
把
握
す

る
と
と
も
に
、
先
進
事
例
の
分
析
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
ら
を
検
討
材
料
に

わ
た
し
た
ち
の
地
域
に
適
し
た
施
策
は
ど
う

あ
る
べ
き
か
話
し
合
い
を
重
ね
、
提
言
書
に

ま
と
め
、市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
提
言
書
に
盛
り
込
ま
れ
た
項
目

の
う
ち
、
①
冬
期
や
災
害
時
に
孤
立
す
る
恐

れ
の
あ
る
集
落
の
道
路
の
整
備
②
集
落
を

外
部
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
集
落
支
援
員
制

度
の
導
入
③
集
落
が
独
自
に
維
持
や
活
性

化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
強
化
を
図
る
た

め
に
行
う
活
動
の
支
援̶

の
３
つ
を
重
視

し
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
新
し
い
制
度
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
、
事
業
実
施
す
る
た
め

の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

集
落
支
援
員
制
度
の
導
入

　

市
と
対
策
会
議
は
、
集
落
の
現
況
を
知
る

た
め
、
平
成
21
年
、
22
年
に
市
内
の
い
く
つ

か
の
自
治
会
に
協
力
を
依
頼
し
、
市
内
全
地

域
で
集
落
座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。23
年

度
に
は
市
広
報
紙
で
座
談
会
開
催
を
希
望

す
る
自
治
会
を
募
集
し
、心
像
第
１
集
落（
西
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的
に
実
施
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
支
援
す
る

こ
と
で
、自
治
組
織
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
自
治
組
織
か
ら
の
申
請
を

受
け
、
有
識
者
で
構
成
す
る
審
査
会
が
そ
の

内
容
を
審
査
し
、
採
択
さ
れ
た
取
り
組
み
に

対
し
て
活
動
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
仕
組

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
①
申
請
す
る
自
治

組
織
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
お
む
ね
の
合

意
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
総
会
な
ど
で
話
し

合
い
が
済
ん
で
い
る
こ
と
）②
将
来
に
わ
た
っ
て

継
続
す
る
活
動
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

③
補
助
を
受
け
た
翌
年
度
以
降
は
、
自
治
組

織
の
予
算
内
で
対
応
で
き
る
こ
と̶

な
ど

が
条
件
で
す
。補
助
対
象
と
な
る
の
は
、活
動

の
開
始
、ま
た
は
、拡
充
に
あ
た
っ
て
の
準
備

資
金
、
活
動
計
画
の
策
定
や
印
刷
物
の
作
成

な
ど
に
か
か
る
経
費
で
す
が
、
専
門
業
者
に

委
託
す
る
工
事
や
20
万
円
以
上
の
備
品
の
購

入
な
ど
に
か
か
る
経
費
は
対
象
外
で
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
、
補
助
種
別
ご
と
に
申
請

者
の
要
件
が
あ
り
、
お
お
む
ね
40
戸
以
下
の

自
治
組
織
の
ほ
か
、
複
数
の
自
治
組
織
に
よ

る
連
合
体
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
や

自
治
会
連
絡
協
議
会
な
ど
の
広
域
的
な
自
治

組
織
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
以
来
、
６
件
の
申
請
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。単
独
集
落
か
ら
の
申
請
４
件
の

ほ
か
、
太
田
地
域
の
築
地
古
館
部
落
会
と
小

神
成
集
落
会
と
が
共
同
で
実
施
す
る
予
定
の

活
動
や
、
大
曲
地
域
の
四
ツ
屋
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
議
の
よ
う
に
小
学
校
区
単
位
の
自

治
組
織
の
活
動
も
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

平成24年はこんな活動が行われています
1 集落内を撮影した写真のアルバムと、地元住民で情
報を共有するための周辺マップを作成（協和・徳滝部
落会「ふるさと徳滝再発見」事業）
　※写真は集落内にある滝を撮影したもの

2 ２月に協和地域の土渕集落で開催された座談会。自分た
ちの地域をどう盛り上げていくべきかについて、市側と
住民側とで活発な意見交換が行われた。

3 10月６日の四ツ屋まつりに向け、行われている「こ
ども花火灯籠」制作。地元小学生の豊かな感性を生
かして絵灯籠づくりが進められている（四ツ屋地区
コミュニティ会議「四ツ屋花火灯籠」活性化事業）

18～20ページでは、協和地域で進められている
３つの事業を事例としてご紹介します―

「がんばる集落」活性化支援事業の概要「がんばる集落」活性化支援事業の概要

1 2 

3 
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  「
昔
は
こ
の
あ
た
り
に
小
学
校
が

あ
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
大
勢
い
だ

っ
た
ど
も
な
」
土
い
じ
り
す
る
手

を
休
め
懐
か
し
そ
う
に
話
す
お
じ

い
さ
ん
。６
月
16
日
に
牛
沢
又
部

落
会
が
行
っ
た
花
壇
整
備
活
動
の

参
加
者
だ
。

　

確
か
に
子
ど
も
の
数
は
減
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。し
か

し
、
活
動
風
景
に
は
少
な

い
な
が
ら
も
子
ど
も
た
ち

が
作
業
す
る
保
護
者
の
傍

ら
で
遊
び
ま
わ
る
姿
が

見
ら
れ
る
。そ
し
て
、何
よ

り
も
参
加
者
が
皆
よ
く
笑

う
。特
に
頬
か
ぶ
り
を
し

た「
母
さ
ん
方
」が
と
て
も

元
気
だ
。

　

牛
沢
又
は
、
協
和
地
域

と
仙
北
市
角
館
を
結
ぶ
国

道
46
号
沿
い
の
山
間
に
位

置
し
て
い
る
。32
世
帯
86

人
か
ら
成
る
集
落
で
、
65

歳
以
上
人
口
は
お
よ
そ
50

％（
平
成
24
年
５
月
末
現
在
）。

全
世
帯
の
う
ち
５
割
強
が

高
齢
世
帯
だ
。市
内
の
多

く
の
集
落
と
同
じ
よ
う
に

後
継
者
の
確
保
に
不
安
を

抱
え
て
い
る
。

　

部
落
会
で
は
、
集
落
支
援
員
が

配
置
さ
れ
て
か
ら
月
一
回
程
度
、

共
同
作
業
を
通
じ
て
集
落
の
住
民

が
集
ま
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
集
会
所
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
屋
根
の
ペ
ン
キ
塗
り
や
雪
下
ろ

し
、
周
辺
の
清
掃
活
動
な
ど
の
従

来
の
活
動
も
近
況
を
語
り
合
い
な

が
ら
行
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

　
「『
が
ん
ば
る
集
落
』の
制
度
を
自

分
た
ち
の
集
落
で
も
活
用
で
き
る

よ
、
っ
て
藤
原
さ
ん
（
集
落
支
援
員
）

か
ら
説
明
を
受
け
た
と
き
、興
味
を

持
っ
た
け
ど
そ
の
使
い
方
に
悩
ん

だ
」と
、佐
々
木
克
己
会
長
は
話
す
。

　

集
落
か
ら
ほ
ど
近
い
位
置
に
、

地
元
出
身
の
作
家
・
松
田
解
子
の

文
学
記
念
室
を
併
設
す
る
文
化
活

動
拠
点
施
設「
大
盛
館
」が
あ
る
。

牛
沢
又
で
は
、制
度
を
活
用
し
、近

場
で
最
も
人
の
出
入
り
の
あ
る
こ

の
施
設
敷
地
内
の
花
壇
整
備
活

動
を
こ
の
春
か
ら
始
め
た
。活
動

に
は
地
域
を
花
で
盛
り
上
げ
よ
う

と「
は
な
・
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と

名
づ
け
た
。大
盛
館
の
前
に
ず
ら

り
と
並
べ
ら
れ
た
60
個
の
プ
ラ
ン

集
落
を
生
か
す「
女
性
の
チ
カ
ラ
」

̶

牛
沢
又
部
落
会「
は
な・花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」事
業

タ
ー
に
は
、
女
性
チ
ー
ム
は
肩
を

並
べ
て
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
え

る
。男
性
チ
ー
ム
は
、
入
り
口
脇
の

花
壇
に
黒
い
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を

張
り
、
穴
開
け
し
た
後
に
ベ
ゴ
ニ

ア
、サ
ル
ビ
ア
、日
々
草
な
ど
を
植

え
込
ん
で
い
く
。

　
「
集
落
の
役
員
に
も
相
談
し
た

ん
だ
ど
も
、
最
終
的
に
地
元
若
妻

会
の
『
コ
ス
モ
ス
会
』
の
意
見
を
取

り
入
れ
て
、み
ん
な
で
花
の
苗
植
え

を
が
ん
ば
ろ
う
と
決
め
た
。今
の
時

代
、
女
性
の
意
見
は
と
て
も
貴
重

だ
。若
妻
と
呼
ぶ
に
は
少
し
年
い
っ

て
る
ど
も
な
」と
、
佐
々
木
会
長
は

に
ぎ
や
か
に
作
業
す
る
集
落
の
仲

間
を
眺
め
な
が
ら
笑
っ
た
。

事例Ⅰ

1 花壇に植えられた苗の列。開花が待ち遠しい
2 参加者同士が肩を並べて行った作業では、近況
の報告など、よもやま話に花が咲く

3親子で一緒に花植えを楽しむ

1 

「集集
し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「集集

し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「集集

し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「「「「「「集集集集

2 

3 

牛又沢部落会の皆さん
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夏
の
気
配
と
夜
の
静
寂
に
包
ま

れ
た
下
淀
川
西
部
落
会
館
。そ
の

建
物
の
中
の
12
畳
ほ
ど
の
和
室
ス

ペ
ー
ス
で
、
今
夜
も
梵
天
づ
く
り

が
始
ま
っ
た
。集
ま
っ
た
の
は
、下

淀
川
西
部
落
会
の
若
手
住
民
で
組

織
す
る「
西に

し
む
す
び
か
い

結
会
」の
メ
ン
バ
ー
。

お
よ
そ
30
年
ぶ
り
と
な
る
地
元
八

幡
神
社
へ
の
梵
天
奉
納
を
目
指
し

て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

下
淀
川
西
集
落
は
協
和
地
域
の

南
西
部
に
位
置
す
る
24
世
帯
76
人

の
集
落
。７
月
17
日
。こ
の
日
は
、

梵
天
の
骨
組
み
に
黄
・
紫
・
緑
の
三

色
の
布
を
貼
り
あ
わ
せ
て
作
っ
た

大
き
な
布
を
か
ぶ
せ
る
作
業
と
、

飾
り
付
け
用
の
小
物
を
作
る
作
業

を
２
班
に
分
か
れ
同
時
進
行
で
行

っ
た
。梵
天
は
、集
落
の「
先
輩
」か

ら
聞
き
取
り
し
た
話
を
参
考
に
描

き
起
こ
し
た
設
計
図
を
基
に
作
っ

て
い
る
。

　

梵
天
奉
納
の
復
活
へ
。そ
の
活

動
の
旗
振
り
役
を
務
め
る
の
は
鈴

木
洋
さ
ん
と
加
藤
直
行
さ
ん
。「
神

社
の
祭
り
や
さ
な
ぶ
り
で
集
落
の

住
民
が
集
ま
る
機
会
は
確
か
に
あ

る
。で
も
、実
際
に
顔
を
出
す
の
は
、

い
わ
ゆ
る『
家
長
』。自
分
た
ち
の
親

1 梵天の骨組みにミシンで貼り
合わせした三色の布を覆い被
せる作業
2 集落で唯一の未成年者、鈴木映
（はゆる）ちゃん（６歳）は地域の
アイドル的存在。ほら貝と太鼓
は「『がんばる集落』活性化支援
事業」を利用して購入したもの

3 梵天に付ける飾りの形を確認
し合う

30
年
ぶ
り
の
梵
天
奉
納
の
復
活
を
目
指
し
て

̶

下
淀
川
部
落
会「
八
幡
神
社
梵
天
奉
納
祭
」事
業

事例Ⅱ

2 

3 

下淀川西部落会の皆さん

世
代
だ
。若
い
人
た
ち
が
気
軽
に

集
ま
る
場
が
な
か
っ
た
」と
、
加
藤

さ
ん
は
こ
れ
ま
で
を
振
り
返
る
。

　

５
、６
年
ほ
ど
前
か
ら
、若
い
住

民
を
中
心
に
何
か
を
や
り
た
い
と

い
う
意
見
は
あ
っ
た
。そ
れ
が
梵

天
復
活
と
い
う
目
標
に
ま
と
ま
っ

た
の
は
昨
年
の
秋
頃
。梵
天
づ
く
り

で
あ
れ
ば
集
落
の
負
担
に
な
ら
な

い
程
度
の
予
算
で
も
で
き
そ
う
だ

し
、何
よ
り
も
若
い
人
の
元
気
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
素
材

と
し
て
は
う
っ
て
つ
け
だ
。

そ
う
考
え
、
実
現
に
向
け

動
き
始
め
た
。

　
「
毎
週
集
ま
っ
て
話
し

合
い
を
し
て
梵
天
を
作
っ

て
い
る
う
ち
に
、
参
加
し

て
い
る
若
い
人
た
ち
が
生

き
生
き
し
て
き
た
。自
分

た
ち
の
子
ど
も
た
ち
が
地

元
を
離
れ
て
も
、
盆
に
は

き
っ
と
実
家
に
帰
っ
て
く

る
。そ
う
い
う
と
き
に
地

元
の
祭
り
が
残
っ
て
い
れ

ば
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を

実
感
し
て
く
れ
る
は
ず

だ
。そ
れ
に
、梵
天
に
慣
れ

親
し
ん
で
い
る
年
配
の
人

た
ち
も
み
ん
な
喜
ん
で
く
れ
る
と

思
う
」
と
鈴
木
さ
ん
は
期
待
を
寄

せ
る
。

　

下
淀
川
に
は
５
つ
の
集
落
が
あ

る
。以
前
は
、各
集
落
か
ら
一
本
ず

つ
梵
天
が
奉
納
さ
れ
て
い
た
の
だ

と
い
う
。西
結
会
の
取
り
組
み
に
、

ほ
か
の
４
つ
の
集
落
も
注
目
す
る
。

「
一
度
途
絶
え
た
伝
統
行
事
を
復

活
さ
せ
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は

な
い
。こ
れ
を
き
っ
か
け
に
伝
統

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
西
部
落
は

も
ち
ろ
ん
、
梵
天
復
活
で
下
淀
川

全
体
を
盛
り
上
げ
た
い
」
鈴
木
さ

ん
は
熱
っ
ぽ
く
語
っ
た
。

1 
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国
道
46
号
と
広
域
農
道
（
通
称

「
北
部
農
道
」）
と
を
結
ぶ
市
道
の
ほ

ぼ
中
間
地
点
に
、
７
つ
の
民
家
が

身
を
寄
せ
合
う
よ
う
に
立
ち
並

ぶ
。夏
本
番
の
到
来
を
告
げ
る
強

い
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
７
月
上

旬
、
そ
の
住
宅
地
か
ら
ほ
ど
近
い

杉
林
の
中
に
あ
る
、
集
落
の
共
同

墓
地
に
住
民
８
人
が
集
ま
っ
た
。

　

道
の
駅
協
和
か
ら
お
よ
そ
２
・

５
㌔
の
山
間
に
位
置
す
る
宮
田
集

落
は
、
７
世
帯
21
人
の
小
さ
な
集

落
。住
民
の
ま
と
め
役
で
あ
る
宮

田
部
落
会
の
佐
々
木
浩
会
長
は
、

ま
だ
40
代
と
い
う
若
さ
だ
。佐
々

木
会
長
は
、「
男
の
数
が
少
な

い
も
ん
だ
か
ら
、
部
落
会
の
役

員
か
ら
は
離
れ
ら
れ
ね
ん
だ
」

と
話
す
。

　

集
ま
っ
た
住
民
は
、
墓
地
の

一
角
の
地
面

の
お
よ
そ
２

㍍
四
方
を

掘
り
起
こ

し
、
れ
ん
が

ブ
ロ
ッ
ク
を

敷
き
詰
め
る

作
業
を
行
っ

た
。一
通
り

並
べ
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
白
砂
を

撒
い
て
目
地
の

間
を
埋
め
て
い

く
。真
新
し
い
ブ
ロ
ッ
ク
は
き
れ

い
な
ベ
ー
ジ
ュ
色
。「『
迎
え
火
』

が
終
わ
れ
ば
焦
げ
て
黒
っ
ぽ
く
な

っ
ち
ゃ
う
ん
だ
べ
ど
も
な
」
作
業

が
ひ
と
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
腕

組
み
し
て
そ
う
話
し
て
く
れ
た
前

部
落
会
長
の
進
藤
繁
樹
さ
ん
。出

来
栄
え
に
は
満
足
げ
だ
。

　
「
迎
え
火
」は
、
宮
田
集
落
で
長

年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
い

る
お
盆
の
習
わ
し
。う
ず
高
く
組

み
上
げ
ら
れ
た
稲
わ
ら

の
塔
を
燃
や
し
、
か
が
り

火
に
し
て
先
祖
の
霊
を

迎
え
る
。宮
田
集
落
で
は

「
が
ん
ば
る
集
落
」
支
援

制
度
を
活
用
し
、
迎
え
火

を
焚
く
た
め
の
焚
火
台

づ
く
り
を
行
っ
た
。

　
「
土
留
め
の
ブ
ロ
ッ
ク

の
土
側
に
吸
い
出
し
防
止

シ
ー
ト
を
張
っ
て
や
れ
ば

雨
が
降
っ
て
も
継
ぎ
目
か

ら
土
砂
が
流
れ
出
で
こ

ね
。雨
水
だ
け
を
通
す
ん

だ
」
集
落
支
援
員
の
藤
原

正
美
さ
ん
は
そ
う
ア
ド
バ

イ
ス
し
な
が
ら
率
先
し
て
仕
上
げ

の
作
業
に
加
わ
っ
て
い
た
。住
民
の

輪
の
中
に
入
り
、共
に
汗
を
流
し
て

い
る
。「
家
の
数
が
少
な
い
か
ら
い

つ
で
も
集
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
す

る
け
ど
、意
外
と
皆
が
揃
っ
て
顔
を

合
わ
せ
る
機
会
が
な
か
な
か
な
く

て
。こ
う
い
う
ふ
う
に
部
落
の
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
作
業
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
集
落
支
援
員
さ
ん
が

来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

だ
」佐
々
木
会
長
は
そ
う
話
し
た
。

　

ま
も
な
く
お
盆
。協
力
し
合
っ

て
作
り
上
げ
た
伝
統
行
事
の
舞
台

を
前
に
、
作
業
に
参
加
し
た
住
民

は
皆「
迎
え
火
」の
日
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

1 ２m四方を50㎝ほど掘る
2 くぼみに合うようにカット
したブロックを敷き詰める

3 砂を撒き、ブロックの目地
を埋めていく

宮田部落会の皆さん（写真手前は製作した焚火台）

2 1 

3 

「
迎
え
火
」を
集
落
団
結
の
象
徴
に

̶

宮
田
部
落
会「『
つ
な
ご
う
未
来
へ
』宮
田
２
０
１
２
」事
業

事例Ⅲ

「集集
し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「集集

し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「集集

し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「「「「「「集集集集
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小規模集落や集落の集合体、広域的な自治組織が
自らの地域の維持や振興、活性化のために行う

自主的・主体的な取り組みを募集します。
　事業についての質問や申請にあたっての事前相談
は、総合政策課、または、各支所市民サービス課で受け
付けしています。また、事業の概要説明資料は、市ホー
ムページ（http://www.city.daisen.akita.jp/）に掲載しています。

■申込期限／９月10日（月）
■審査会開催時期／９月下旬（予定）
■平成24年度の支援内容／
①小規模集落・地区振興モデル支援
　補助種別／
小規模集落型：おおむね40戸以下の集落、または、お
おむね40戸以下の集落とその集落に隣接する集落
で構成（ただし３集落以下）された団体
地区自治組織型：複数の集落で構成され、前述の「小
規模集落型」に該当しない団体、自治会連合会や地区
コミュニティ会議など
補助内容／
継続して行う予定の新たな取り組みの開始、または
拡充のための初期的（準備）経費

②地区ビジョン策定支援
補助種別／
複数の集落で構成される前述の「小規模集落型」に該
当しない団体、自治会連合会や地区コミュニティ会
議など（集落単独での申請は対象外）
補助内容／
自治組織の維持や振興、活性化のために定めるビジ
ョン（活動計画）策定経費
■その他
○自分たちの集落でも座談会を開催してみたい
○ 自分たちの集落でも集落支援員と一緒に地域づく
り活動をしてみたい
○ 集落支援員の活動に興味があり、自分も支援員とし
て関わってみたい―など

「集落維持・活性化支援事業」全般に関する問い合わせ
や相談も随時受け付けしています。
　気軽にご連絡ください。

【問い合わせ・申請先】
 総合政策課地域政策班
 ☎0187-63-1111 内線236、237
 各支所市民サービス課

「がんばる集落」活性化支援事業「がんばる集落」活性化支援事業

第２期分の申請を受け付けします第２期分の申請を受け付けします

information
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小
規
模
集
落
に
は
、住
民
同
士

で
声
を
掛
け
合
っ
て
集
ま

ろ
う
と
思
え
ば
い
つ
で
も
集
ま
れ

る
長
所
が
あ
り
ま
す
。町
中
で
は
、

世
帯
数
が
多
い
町
内
会
だ
と
人
集

め
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。ま
た
、

農
家
的
な
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

が
ま
だ
残
っ
て
い
て
、
例
え
ば
農

繁
期
に
隣
近
所
で
作
業
が
遅
れ
て

い
た
ら
に
手
伝
い
に
行
く
な
ど
、

近
所
づ
き
あ
い
が
頻
繁
で
す
。

　

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
を
盛
り

上
げ
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の

か
。そ
れ
に
は
、や
は
り
話
し
合
い

の
場
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

若
い
人
に
も
高
齢
の
人
に
も
地
域

の
た
め
に
何
か
し
た
い
、
と
心
に

火
種
を
持
っ
て
い
る
人
は
絶
対
に

い
ま
す
。し
か
し
、そ
う
し
た
話
題

に
つ
い
て
話
し
合
う
き
っ
か
け
が

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。集
落
座
談
会
で

は
、「
集
落
を
活
性
化
さ
せ
る
た

私
が
考
え
る
秋
田
の
良
さ

は
、
小
さ
な
規
模
で
密
接

し
た
人
間
関
係
を
築
き
な
が
ら
行

う
祭
り
や
行
事
が
多
い
と
こ
ろ
。

大
仙
市
を
行
き
来
す
る
よ
う
に
な

っ
て
初
め
て「
さ
な
ぶ
り
」と
い
う

言
葉
を
耳
に
し
ま
し
た
。「
さ
な

ぶ
り
」に
参
加
し
、集
落
の
方
と
盛

り
上
が
る
中
で
思
っ
た
の
が
「
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
あ
っ
た
か
い
ふ

る
さ
と
に
若
い
人
は
い
な
い
の
だ

ろ
う
、
故
郷
に
帰
っ
て
こ
な
い
の

だ
ろ
う
か
」と
い
う
疑
問
。今
年
の

春
、
私
は
首
都
圏
で
就
職
活
動
を

行
い
ま
し
た
。地
域
活
性
化
の
問

題
に
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
雇
用

の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
に
は
農
業
体
験
を

行
う
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
、

観
光
地
の
知
名
度
を
上
げ
る
と
い

っ
た
様
々
な
手
法
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
仙
市
の
集
落
の
皆
さ

ん
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
の
は
、

外
の
世
界
に
自
分
た
ち
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
当
は
、
元
々
住
ん
で
い
た
人
た

ち
に「
自
分
た
ち
の
魅
力
」を
認
識

し
て
も
ら
う
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。そ
れ
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

と
い
っ
た
集
落
の
外
の
人
は
決
し

て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
ど
の

よ
う
に
残
し
て
い
く
か
だ
と
思
い

ま
す
。

　

全
国
で
最
も
少
子
高
齢
化
率
の

高
い
秋
田
県
で
先

端
の
研
究
が
で
き

て
い
る
こ
と
に
誇

り
を
感
じ
て
い
ま

す
。今
後
は
研
究
の

成
果
を
残
せ
る
よ

う
に
、住
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
集
落

の
在
り
方
を
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。

ふじわらまさみ●神岡地域在住。
市内の建設会社に勤務するかたわ
ら、協和地域３集落を担当する集
落支援員として活躍中。

藤
原
正
美

藤
原
正
美
さんさん

め
に
は
何
を
す
べ

き
か
」を
テ
ー
マ
に

話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
。そ
こ
で
多

く
聞
か
れ
た
の
が
、

そ
の
場
で
方
向
性

が
見
い
だ
せ
ず
と

も
、話
し
合
い
は
や

ら
な
い
よ
り
は
や

っ
て
よ
か
っ
た
と

い
う
意
見
。集
ま
っ
た
こ
と
自
体

が
集
落
活
性
化
へ
の
第
一
歩
な
の

で
す
。あ
ら
た
ま
っ
た
堅
苦
し
い

雰
囲
気
で
は
な
く
、
世
代
の
垣
根

を
越
え
て
気
軽
に
話
し
合
う
機
会

を
増
や
し
て
い
け
ば
い
い
。年
長

者
に
は
若
い
世
代
に
伝
え
る
べ
き

知
識
や
経
験
が
あ
り
ま
す
し
、
若

い
世
代
に
は
自
由
な
発
想
が
あ
り

ま
す
。住
民
同
士
で
関
わ
り
あ
う

こ
と
の
大
切
さ
を
、
特
に
若
い
人

に
は
集
落
で
の
活
動
を
通
じ
て
考

え
て
も
ら
え
た
ら
、と
思
い
ま
す
。

しいやひろこ●新潟市生まれ。秋
田大学４年（教育文化学部地域科
学課程所属）。卒業論文制作の一環
で市の集落支援活動に参加。

椎
谷
浩
子

椎
谷
浩
子
さんさん

「集集
し ゅ う ら く

楽楽」」から地域を元気に！から地域を元気に！
大仙市の集落支援の取り組み

特
集「「集

interview

わたしはこう見た̶

だいせんの「地域づくり」 
集落活性化の取り組みに客観的な立場から関わっている、集落支援員の藤原正美さんと、卒業研究として
小規模集落の地域づくりを研究している秋田大学４年生の椎谷浩子さんからお話しをうかがいました。
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つながりのつながりの「「輪輪」」を確かなものに̶を確かなものに̶
ー取材を終えてー

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
一
方
で
、人

間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
現
代
。だ
か
ら
こ
そ
、
隣

近
所
同
士
で
、頼
り
、頼
ら
れ
、助
け

合
う
関
係
を
構
築
し
、
地
域
住
民

の
つ
な
が
り
の
輪
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
確
か
な
も
の
に
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

未み

ぞ

う
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

東
日
本
大
震
災
は
、
わ
た
し
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を
遺
し
ま
し

た
。改
め
て
考
え
せ
ら
れ
た
の
は
、

「
人
間
は
ひ
と
り
で
は
生
き
ら
れ

な
い
」と
い
う
こ
と
。聞
き
心
地
の

い
い
あ
り
ふ
れ
た
言
葉
で
す
が
、

被
災
者
同
士
が
支
え
あ
い
な
が
ら

非
常
時
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

姿
に
心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
人
も
少

な
く
な
い
は
ず
で
す
。

　

人
口
減
少
が
地
域
に
も
た
ら
し

た
影
響
は
大
き
く
、
過
去
と
同
じ

姿
を
取
り
戻
す
の
は
容
易
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。か
と
い
っ
て
、

実
情
を
直
視
せ
ず
古
き
良
き
時
代

に
思
い
を
は
せ
、
今
を
あ
き
ら
め

る
の
は
さ
び
し
す
ぎ
ま
す
。

　

今
あ
る
現
実
を
受
け
入
れ
つ
つ

も
、地
域
の
仲
間
と
と
も
に
、ア
イ

デ
ア
と
工
夫
を
駆
使
し
て
そ
こ
に

楽
し
み
を
見
出
そ
う
と
す
る
こ
と

で
わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
ま
た
輝

き
だ
す
は
ず
。そ
れ
が
き
っ
と「
集

楽
」で
す（
了
）
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主要地方道路 神岡南外東由利線

DAISEN City Public Relations 2012.825

玉川橋改修工事のため、８月25日（大曲の花火当日）
午後８時30分から26日午前２時30分まで、赤線

部分の交通規制を行います。赤線部分は大曲地域内か
ら秋田方面への一方通行となりますので、迂回路をご
利用ください。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
【問い合わせ】 ☎0187-63-1111
 環境交通安全課 内線231
 商工観光課 内線249
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唐津市バドミントンチームを迎えて
国内チーム、シンガポールナショナルチームとの交流試合 （６月29日～７月１日・仙北ふれあい体育館）

友
交
交
流
に
関
す
る
協
定
を

結
ん
で
い
る
大
仙
市
と
韓

国
唐タ

ン

津ジ
ン

市
。両
市
に
共
通
す
る
伝

統
の
綱
引
き
を
縁
に
交
流
が
始
ま

り
、
平
成
19
年
に
唐
津
郡（
当
時
）と

協
定
を
取
り
交
わ
し
て
以
来
、綱
引

き
や
青
少
年
の
相
互
訪
問
な
ど
を

通
じ
て
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
両
市
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流

の
一
環
と
し
て
、
唐
津
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
チ
ー
ム
、同
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
、

関
係
者
を
含
む
31
人
が
６
月
28
日

か
ら
７
月
２
日
ま
で
大
仙
市
を
訪

問
。唐
津
市
チ
ー
ム
と
定
期
的
に
交

流
試
合
を
行
っ
て
い
る
北
都
銀
行

（
斉
藤
永
吉
取
締
役
頭
取
）
の
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
部
と
秋
田
県
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会（
斉
藤
永
吉
会
長
）の
協
力
の
も
と
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

唐
津
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム

を
迎
え
、
仙
北
ふ
れ
あ
い
体
育
館

で
行
わ
れ
た「
シ
ニ
ア
交
流
」に
は
、

北
都
銀
行
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
ほ

か
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

ー
ム
、専
修
大
学
、北
翔
大
学
、立
命

館
大
学
、東
北
マ
ー
ク
ス
、神
奈
川

大
学
、富
岡
高
校（
福
島
県
）、秋
田
高

校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
参
加
。オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
選
手
を
輩
出
し

て
い
る
唐
津
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ

ー
ム
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
、国
内
大
会
で
活
躍
す
る

各
チ
ー
ム
の
交
流
試
合
は
一
般
公

バドミントンバドミントンでで広がる広がる

交流交流のの輪輪
大仙市・唐

タン

津
ジン

市
友 好 交 流

唐津市バドミントンチームと北
都銀行バトミントン部、シンガポ
ールナショナルチーム、国内各
チームが対戦。コート全体を使
ってのスマッシュの応酬、ネット
際の激しい攻防、トップレベルの
プレーが来場者を魅了
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唐津市バドミントンジュニアチームを迎えて
西仙北中バドミントン部、市内スポーツ少年団との交流試合 （７月１日・南外体育館）

大曲中・赤崎中バドミントン部との交流試合
（６月30日・大曲中学校）

大曲小の児童との交流
（６月29日・大曲小学校）

歓迎の集会では、バドミントンの交流試合のほか、書道、和太
鼓、柔道、剣道、なぎなた、空手など日本の文化を紹介

短い時間でも、交流試合の後はすっかり打ち解けたジュニアチー
ムの児童と大曲中・赤崎中の生徒。笑顔でタッチして、再戦を約束

韓国唐津市

　韓国中西部の
忠
チュンチョンナムド

清南道の最北
端に位置。面積は
大仙市の約４分の
３にあたる約664
㎢。人口152,914人
（平成24年６月現在）

開
さ
れ
、来
場
者
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
試
合
観
戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
唐
津
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ

ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
を
迎
え
、７
月
1
日
に

南
外
体
育
館
で
行
わ
れ
た
「
ジ
ュ
ニ

ア
交
流
」に
は
、西
仙
北
中
学
校
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
と
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
「
大
曲
バ
ド
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」「
神

岡
ジ
ュ
ニ
ア
」「
に
し
せ
ん
ジ
ュ
ニ
ア

シ
ャ
ト
ル
ズ
」が
参
加
。小
学
３
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
で
構
成
さ
れ
、
韓

国
の
国
内
大
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
て
い
る
唐
津
市
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー

ム
と
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
６
月
29

日
に
大
曲
小
学
校
を
訪
問
し
た
ほ

か
、
30
日
に
は
大
曲
中
学
校
を
訪

れ
、
同
中
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
部

活
動
交
流
に
訪
れ
た
岩
手
県
赤
崎

中
学
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
と
交

流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

唐津市ジュニアチームと西仙北
中バドミントン部、市内スポーツ
少年団の子どもたちが対戦。チー
ムメイトの応援を受けて熱戦を
繰り広げ、ファインプレーが続出

津市
バド
年団

中・

メイ
広

大曲中

唐津
中バ
少年
ムメ
繰り
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広報

見
聞 録

　大仙市民生委員・児童委員研修会が６月26日、グランド
パレス川端で開かれ、市内の民生委員・児童委員約180人が
参加しました。
　研修会では、「地区の民生委員・児童委員と関係機関や団体
との連携」「高齢者の孤立をなくすための取り組み」「災害発
生時の対応」をテーマに14人の委員がそれぞれの地区での取り
組みを紹介。公民館と連携した子育て支援や要援護者を把握
するための地図づくり、災害時の緊急対応マニュアルの作成な
どの事例が紹介され、市議会議員との意見交換を行いました。
　また、大森山動物園の小松守園長が「はじまりは母と子
の絆から」と題して講演。動物の子育てを例に、相手を思い
やる気持ちや共に命を育む支え合いの大切さについてお
話していただきました。 事例紹介を通じて今後取り組む活動について検討した研修会

　大曲養護学校第21回七夕花火会が７月６日、同校で
開かれ、地元住民や親子連れなどでにぎわいました。
　地域の方々と一緒に花火やイベントを楽しもうと毎
年行われている花火会。同校と交流のある団体による
出店のほか、大曲農業高校吹奏楽部による演奏、ドン
パン踊り普及部会の方々とのドンパン踊り、大曲養護
学校の生徒が花火会に向けて練習を重ねたオリジナ
ルダンスの披露など多彩なイベントが行われました。
　また、花火会の最後に同校の20周年を記念した色
鮮やかなスターマインが打ち上げられ、会場は歓声
に包まれました。

大曲養護学校の創立20周年を記念して
打ち上げられたスターマイン

川面に浮かぶ金魚花火とスターマインの
コラボレーション

　丸子川夕やけ音楽祭と七夕花火が７月７日、大曲
の丸子橋周辺の特設会場で行われました。
　大曲小学校、花館小学校の児童によるマーチング
や大曲太鼓道場の太鼓演奏が披露された音楽祭の
後、市内の幼稚園・保育園児の願いを込めたメッセー
ジ花火やスターマインなどが打ち上げられました。
　また、当日は園児の願いが書かれた短冊が丸子橋
に飾られ、七夕花火の舞台を彩りました。

大 曲養護学校七夕花火会
地域の方々と夏のイベントを楽しむ丸 子川夕やけ音楽祭＆七夕花火

願いを花火に込めて

民 生委員・児童委員研修会
市内14地区での取り組みを紹介
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　第31回協和七夕花火が７月
７日、協和船岡宇津野地内の
特設会場で開かれました。
　花火を通じて地域活性化を
図ろうと、地元有志でつくる
同実行委員会（小沼正俊委員長）
が「子どもに夢を！誇れる郷
土を！地域に活力を！」をス
ローガンに毎年開催。地元住
民や自治会、市内外の企業・団
体から協賛を得て約40プログ
ラム、およそ1,500発の花火が
七夕の夜空を彩りました。
　また、大会では全国初とな
る「全国女流花火作家競技大
会」が開かれ、全国から10人の
女性花火作家が出品。七夕や
夏をテーマにした俳句を作品
名に、俳句の情景を表現した花火が打ち上げられ観客を魅了しました。

　全国女流花火作家競技大会の結
果は次のとおりです。         <敬称略>
【優勝】山﨑香代（株式会社山﨑煙火工
業・茨城県）

【準優勝】摂津万希子（株式会社小松煙
火工業・大仙市）

【第３位・審査員特別賞】千葉いつか
（信州煙火工業・長野県）

全国女流花火作家競技大会で
優勝した山﨑さんの作品
「天の川  思いとどける  夜の虹」

フィナーレに夜空を彩った空中で約500
㍍に花開く大輪の「二尺玉」花火

　南外小学校４年生の児童16人が、７月４日、田んぼの
生き物調査を行いました。
　大仙市南外地区東都生協産直協議会（伊藤正照会長）とJA
秋田おばこが合同で企画。調査は、地元で農業を営む佐々
木幸博さん（南外荒又）が所有する田んぼで行われました。
　児童は田んぼの中に入り、苗を踏まないよう慎重に
田んぼの中の生き物を調査。普段自分たちが食べてい
るお米が、たくさんの生き物が生息する自然に恵まれ
た場所で作られていることなどを学びました。

講師の阿部仁さん（JA全農あきた）から田んぼにすむ生き物につ
いて説明を受ける南外小の児童

協 和七夕花火
光の大輪が夜空を彩る

南 外小学校の児童が
田んぼの生き物を調査

自然の恵みの大切さを知る

　平成24年度秋田県中学校体育
連盟・各種目総合体育大会で優
勝した市内中学校の個人・団体
を紹介します。             <敬称略>
【陸上競技】
▼女子100㍍＝髙橋成美（大曲中
３年）
【バレーボール】
太田中学校バレーボール部
【ソフトテニス】
▼男子団体＝仙北中学校ソフト
テニス部
▼女子個人＝小山莉奈・佐々木
千明ペア（大曲中）
【バドミントン】
▼男子団体＝西仙北中学校バド
ミントン部
▼女子団体＝西仙北中学校バド
ミントン部
▼男子単＝本川文勝（大曲中３年）
▼女子単＝鈴木遥香（大曲中１年）
【柔道】
▼90kg超級＝伊藤哲（大曲中３年）
【剣道】
▼男子団体＝大曲南中学校剣道部
▼男子個人＝田越滉平（大曲南中
３年）

光栄
県総体優勝
東北・全国の
大舞台へ
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大 仙仙北美郷支部消防訓練大会
大仙市消防団が２部門制覇の快挙

　「秋田県消防協会大仙仙北美郷支部消防訓練大会」が７月21日、大曲の雄
物川河川緑地運動公園で行われました。
　大会では、消火作業のスピードと正確さを競う「小型ポンプ操法の部」と、指
揮者の指示による部隊行動の統率と確実さを競う「規律訓練の部」で審査が
行われ、地区予選を勝ち抜いた消防団員が日ごろの訓練成果を発揮しました。
　「小型ポンプ操法の部」では、大仙市消防団大曲支団第２分団が２年連続で優
勝、「規律訓練の部」では大曲支団第４分団が優勝し、
同一消防団が２部門を制覇するという快挙を成し遂
げました。大曲支団第２分団は、８月28日に由利本荘
市で行われる全県消防操法大会に出場します。
　そのほか、大会の主な成績は次のとおりです。
【小型ポンプ操法の部】▼準優勝＝美郷町消防団
第３分団▼第３位＝仙北市消防団第４分団
【規律訓練の部】▼準優勝＝大仙市消防団太田支
団第３分団▼第３位＝仙北市消防団第４分団

佐 原孝誠・小茄子川翔ペアが
全国大会に出場

大曲ジュニアソフトテニスクラブ

　大曲ジュニアソフトクラブ（菊池國幸監督・36
人）の佐原孝誠（大曲小６年）・小茄子川翔（花館小６
年）ペアが、６月10日に大館市で行われた平成24
年度秋田県小学生ソフトテニス大会（兼全日本小
学生ソフトテニス選手権大会秋田県予選会）で３位に
入賞し、全国大会への出場権を手にしました。
　「練習の成果を出せるよう、 全力でプレーした
い」と意気込む佐原・小茄子川ペア。８月２日から
島根県松江市で行われる全国大会に出場します。

鈴 木海里さんが全国の大舞台へ
大曲バドスピリッツ

　大曲バドスピリッツ（小松英昭監
督・51人）の鈴木海里さん（大曲小４
年）が、６月３日に由利本荘市で行
われた第13回全国小学生ABCバド
ミントン大会秋田県予選会に出場
し、男子Bブロック４年シングルス
で見事優勝に輝きました。
　８月10日から12日まで熊本県八代
市で開かれる全国大会に秋田県代表
として出場する鈴木さん。「チームの
みんなの分も一生懸命プレーしたい」
と意気込みを聞かせてくれました。

協 和中学校で自転車交通安全教室
交通事故をスタントマンが再現

　自転車交通安全教室が７月２日、協和中学校で行われ、同
中学校の生徒約180人が参加しました。
　交通事故の恐ろしさを実感してもらい、交通安全を心掛ける
大切さを伝えようとJA秋田おばことJA共済連秋田が開催。自転
車に乗ったスタントマンが自動車や歩行者との間で起こりう
る交通事故を再現しました。事故の様子を緊張した表情で見学
した生徒。「登下校時の慣れている道でも、事故を起こさない
よう自転車の安全運転に気を付けたい」と話してくれました。 自転車に乗ったスタントマンが自動車との衝突事故を再現

県大会で３位
入賞。全国大会
に出場する佐
原さん（写真
左）と小茄子川
さん

秋田県予選会で優勝。全国
大会に出場する鈴木さん

「規律訓練の部」で優勝した大仙市消防団大曲支団第４分団「規律訓練の部」で優勝した大仙市消防団大曲支団第４分団
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岩 手県宮古市田老第一中学校に寄付
「柳葉敏郎チャリティーゴルフ」の収益金

　俳優の柳葉敏郎さん＝刈和野＝が５月10日に大曲ゴ
ルフ倶楽部で行われた「第４回柳葉敏郎チャリティ
ーゴルフ」の収益金164万円を岩手県宮古市の田老第
一中学校に寄付しました。
　被災地の子どもたちへの支援に活用してほしい
と、大仙市を通じて田老第一中学校に寄付。いただい
た寄付金を活用し、同中では体育の授業や部活動で
使うスポーツ用品などを購入しました。田老第一中
学校の佐々木力也校長は
「生徒も田老地区の住民
も大変喜んでいる。心か
ら感謝したい」と話して
くれました。

寄付金で購入したピッ
チングマシン。このほか
ベンチと屋外で使用で
きる朝礼台などを購入

じ ぃじ力アップ応援講座
まごまごしないイマドキの孫育て術

中 仙南部地区が
平成24年度農地集団化優良地区に

ほ場整備を通じて効率的な営農を実現

　じぃじ力アップ応援講座が６月24日と７月14日、は
ぴねす大仙で行われました。
　６月24日に行われた講座のテーマは「知って得する
イマドキ子育て・孫育て」。孫育て・ニッポン理事長の棒
田明子さんが「暮らしの知恵や遊び、文化など、皆さん
が今まで培ってきたものや伝えたいこと、心の温かさ
などを孫に〝創続〟してほしい」と講演。家庭や地域での
在り方などについて考えました。
　７月14日に行われた講座は「カメラ屋さんが教える
孫の笑顔を上手に撮るマル秘テクニック」がテーマ。
「カメラの春光堂」の佐々木陽平さん＝大曲中通町＝を講
師にカメラの基本設定や操作方法、孫の自然な表情を
引き出すための工夫などを紹介。また、実際に子どもを
撮影しながら写真の構図などを学びました。
　全３回の講座は、８月４日に開催する「温かさが伝わ
るこだわりのマイ箸づくり」が最終回。孫育てを楽しみ
たいという方は、ぜひ参加ください。
【問い合わせ】
 男女共同参画・交流推進課
 ☎0187-63-1111 内線295・297

　中仙南部地区（岩田長市組合長）が秋田県農地集団化
推進協議会の平成24年度農地集団化事業優良地区に
選ばれました。
　平成11年度に中仙鑓見内・清水・長野の集落によっ
て結成された同地区。農地や農業用水を大規模区画に
整備する「ほ場整備事業」を中心に基盤整備事業を行
ってきました。農作業の効率化と省力化、生産費の低コ
スト化を達成したほか、事
業期間中、地区内の担い手
農家や農事組合法人、集落
営農組織を育成したこと
などが評価されました。

「これまで長い間、事業
に協力していただいた
集落の皆さんに感謝し
たい」と受賞を喜ぶ岩田
組合長

2

1

1孫育てについて意見交換する棒田さん（写真左）と参加者
2佐々木さん（写真左から２人目）の指導のもと撮影練習
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ごみ収集車の火災は
人命に関わる

重大事故につながる危
険があります

ガス缶やスプレー缶
、使い捨てライター

などは

きちんとガス抜きを
して、ごみに出しま

しょう

ご
み
出
し
は
必
ず

ル
ー
ル
を
守
っ
て

  

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
発
生

ガスの抜き方
・ごみの出し

方をチェック ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
が
５
月
２

日
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６
月
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日
に
市
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で
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し
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し
た
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の
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缶
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ま
た
、
新
聞
紙
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す
と
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業
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中
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で
出
す

の
は
や
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ま
し
ょ
う
。

　詳しいごみの分別方
法については、各

世帯に配布している「
ごみ排出の手引き」、

または市ホームページ
の「ごみナビくん」

（http://www.city.daisen.akita.jp/content/gomi/）を

ご覧になるか、環境交
通安全課に問い合

わせください。

　
【問い合わせ】

 環境交通安全課

 ☎0187-63-1111 内線
275

ガス缶・スプレー缶

①中身を確認する。

②中身がある場合は、
缶に

記載されている注意書
き

などを確認し、風通し
の

よい屋外で中身を出す
。

③ノズルやキャップ
などを外す。

▶「びん・缶」の日に出
しましょう。

使い捨てライター

①風通しのよい屋外
で周

囲に火の気が無いこ
と

を確認する。

②操作レバーを押し
下げる。

 （着火した場合はすぐに
吹き消す）

③輪ゴムや粘着力の
強いテープで、押

し下げたままのレバー
を固定する。

④「シュー」という音
が聞こえれば、

ガスが噴出している
。聞こえない

場合は、炎調整レバ
ーをプラス方

向いっぱいまで動か
す。　

⑤ガスを噴出させた
まま付近に火の

気の無い、風通しの
よい屋外に半

日から１日置く。

⑥念のために着火操
作をして、火が

着かなければ、ガス抜
きは完了。

▶「燃えないごみ」の日
に出しましょう。

だ い せ ん広 報広 報
2 0 1 2

7
vol.174

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      
り

おおきなせなかに 
あ す

2 0 1 22 0 1 2
vol.174

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      
り

おおきなせなかに 
あ す

伝統つなぐ鹿嶋舟
仙北・下横堀集落の「

鹿嶋祭」（６月12日）
仙北・下横堀集落の「

鹿嶋祭」（６月12日）

市
民
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図

る
取
り
組
み
が
と
て
も
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。高
齢
化
が
進
む

と
公
共
の
交
通
手
段
の
必
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
思
う
の
で
、
今
後

も
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
運
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
西
仙
北　

55
歳
男
性
）

大
仙
の
逸
品
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
斎
藤
精
肉
店
は
初
め
て
知

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
隠
れ
た
逸

品
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

健
康
の
達
人
も
参
考
に
な
り
ま

す
。す
い
臓
の
病
気
は
あ
ま
り
聞
き

ま
せ
ん
が
、
肝
臓
と
同
じ
ぐ
ら
い
重

要
な
ん
で
す
ね
。ス
ト
レ
ス
は
本
当

に
体
に
悪
い
も
の
で
す
。

　

い
き
い
き
広
場
で
は
高
齢
期
の
栄

養
状
態
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
高
齢
者
の
方
以
外
の
栄
養
に

つ
い
て
も
掲
載
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
大
曲　

46
歳
女
性
）

毎
月
だ
い
せ
ん
日
和
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。生
活
の
知
恵

や
情
報
が
満
載
で
参
考
に
な
っ
て
い

ま
す
。そ
の
月
ご
と
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
活
躍
が
生
き
生
き
と
掲
載
さ
れ

て
い
る
表
紙
写
真
。そ
れ
を
見
て
パ

ワ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
西
仙
北　

65
歳
女
性
）

広
報
車
の
デ
ザ
イ
ン
が
す
て
き

で
す
。市
内
各
地
域
の
行
事
で

大
活
躍
し
そ
う
で
す
ね
。だ
い
せ
ん

日
和
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。広

報
車
を
見
か
け
た
ら
良
い
こ
と
が
起

こ
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す
。

（
太
田　

52
歳
女
性
）

だ
い
せ
ん
日
和
を
読
む
と
い
ろ

ん
な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。「
大
綱
あ
ぶ
り
焼
き
」
ぜ
ひ

食
べ
て
み
た
い
で
す
。

（
大
曲　

30
歳
女
性
）

広
報
紙
を
見
て
い
つ
も
思
う
の

で
す
が
、写
真
が
き
れ
い
で
す

ね
。本
当
に
見
事
で
す
。担
当
者
の
仕

事
っ
ぷ
り
に
脱
帽
で
す
。ど
ん
な
努

力
を
し
て
い
る
の
か
い
つ
か
教
え
て

く
だ
さ
い
。

（
協
和　

68
歳
男
性
）

毎
月
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。情
報
も
豊
富
で
す
が
写

真
が
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。担
当

者
の
頑
張
り
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

（
大
曲　

65
歳
女
性
）

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
の
メ
ニ
ュ

ー
を
公
募
し
て
み
る
の
も
い

い
と
思
い
ま
す
。（

大
曲　

64
歳
男
性
）

お
便
り
広
場
の
コ
ー
ナ
ー
に
神

奈
川
県
の
方
の
お
便
り
が
載

っ
て
い
ま
し
た
が
、「
が
れ
き
受
け

入
れ
」
と
い
う
市
長
の
英
断
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
心
を
打
た
れ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。そ
の
方
は
、
マ
ン
モ
ス

議
会
と
呼
ば
れ
た
合
併
後
の
大
仙
市

議
会
の
件
で
も
投
稿
し
た
よ
う
で
し

た
。県
外
の
方
の
大
仙
市
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
に
感
心
し
ま
し
た
。

（
大
曲　

56
歳
女
性
）

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、節

電
の
た
め
に
鍋
で
炊
飯
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。ガ
ス
で
15
分

ぐ
ら
い
で
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

（
大
曲　

63
歳
女
性
）

地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
見

直
し
、サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
す
る

分
、
有
料
化
す
る
と
い
う
体
系
に
し

た
こ
と
は
、と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。地
域
の
利
用
者
と
十
分
に

話
し
合
い
を
し
た
上
で
の
結
果
だ
と

思
い
ま
す
。今
後
も
利
用
者
と
行
政

が
協
力
し
合
い
、よ
り
一
層
地
域
に
と

っ
て
利
用
し
や
す
い
方
法
を
見
い
だ

し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　

私
個
人
と
し
て
は
、利
用
し
や
す
い

体
系
に
限
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、行
政

側
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
対
し
て
有
料

化
の
必
要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
大
曲　

55
歳
男
性
）



お便りお待ちしています
「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、みなさんの

遠慮のない声をお聞かせください。

宛先はこちら

〒014-8601（住所不要）大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）またはE
メール（kouhou@city.daisen.akita.jp）で送っ
てください。なお、Eメールの場合は件名に
「お便り広場」と記入してください。

お
「お

市

遠

宛

〒

手
メ
て
「

大
仙
市
内
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ

知
る
た
め
に
、暇
を
見
つ
け
て

必
ず
だ
い
せ
ん
日
和
を
読
む
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

（
中
仙　

64
歳
女
性
）

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
を
い
つ
も

参
考
に
し
て
い
ま
す
。栄
養
バ

ラ
ン
ス
も
よ
く
、
地
元
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
レ
シ
ピ
が
食
卓
を

彩
っ
て
く
れ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
お
い
し
い
料
理
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

（
仙
北　

65
歳
女
性
）

だ
ん
だ
ん
暑
く
な
り
、夏
本
番
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
ね
。こ
れ
か
ら
市
内
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

大
仙
市
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
ま
だ

行
っ
た
こ
と
が
な
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。今
年
は
、
ぜ
ひ
中
仙
の

ド
ン
パ
ン
祭
り
に
行
き
た
い
で
す
。

（
大
曲　

57
歳
女
性
）

協
和
の
七
夕
花
火
を
見
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。二
尺
玉
の
迫
力

に
驚
き
ま
し
た
。

（
西
仙
北　

46
歳
男
性
）

広
報
を
毎
回
楽
し
く
読
ん
で
い

ま
す
。と
て
も
読
み
や
す
く
、

ま
ち
の
様
子
も
よ
く
分
か
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
情
報
を
載

せ
て
く
だ
さ
い
。（

大
曲　

55
歳
女
性
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

健
康
は

バ
ラ
ン
ス
よ
い

食
事
か
ら

recipe.44

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
す
べ
て
の
お
便
り

を
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

DAISEN City Public Relations 2012.833

夏野菜たっぷりのヘルシーメニュー
蒸し豆腐

1人分のエネルギー88kcal、塩分 0.9g

材料（４人分）

鶏ひき肉………… 100g
絹ごし豆腐……… 200g
塩………………小さじ½
酒………………小さじ１
こしょう……………少々
卵白………………２個分
片栗粉…………大さじ２
カボチャ…………… 50g
ニンジン……………１本
ズッキーニ…………１本
片栗粉………………適量
グリーンピース…… 50g
だし汁…………… 200ml
薄口しょうゆ…大さじ１
みりん…………大さじ½
片栗粉…………大さじ１

作り方

①すり鉢にひき肉を入れて
すりつぶし、豆腐とAを
入れてさらにすりぶつし、
片栗粉を加えよく混ぜる。
②カボチャは５㍉角に切る。
③ニンジン、ズッキーニは
ピーラーで長く切り、片
栗粉を軽くまぶしておく。

④③をアルミカップにくるり
と巻き、①を入れ、半分
にグリーンピース、残り
に②を混ぜ、７分間蒸す。
⑤鍋にBを入れて火にか
け、煮立ったら水溶き片
栗粉でとろみをつける。

⑥④を器に盛り、⑤のあん
を上からかける。

オクラかい
1人分のエネルギー36kcal、塩分 0.1g

材料（４人分）

オクラ…………… 12本
ホタテ貝柱缶……… 70g
牛乳……………… 100ml

作り方

①オクラは洗い、包丁でこ
そげて、毛羽立ちを取り、
半分に切る。

②鍋に①、ホタテの貝柱、
ホタテ缶の汁、牛乳を入
れ煮る。

大
仙
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

中
仙
支
部

Ａ

Ｂ



健
康
の
達
人

Letter from Omagari-Semboku M
edical Association
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大
曲
仙
北
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

パ
ソ
コ
ン
か
ら http://w

w
w
.om
agari-m

ed.or.jp

携
帯
電
話
か
ら http://w

w
w
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agari-m

ed.or.jp/i/

大
曲
仙
北
医
師
会
か
ら
の
便
り

大曲仙北医師会

34

下山胃腸科内科医院

下山　維敏  医師
大曲福住町2-23
☎ 0187-63-5110　

Medical Chart  no.62
Talk about “Helicobacter pylori” 

～胃がんの原因の一つです～

ピロリ菌について

大曲仙北医師会
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ピ
ロ
リ
菌
と
い
う
言
葉
を
耳
に
す

る
機
会
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。正
式
名
称
を
ヘ
リ
コ
バ

ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
と
い
い
、
胃い

か
い
よ
う

潰
瘍
や

十じ
ゅ
う
に
し
ち
ょ
う
か
い
よ
う

二
指
腸
潰
瘍
の
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

る
胃
の
中
に
生
息
し
て
い
る
細
菌
の
こ

と
で
す
。最
近
こ
の
菌
が
胃
が
ん
に
も

関
係
が
あ
る
と
い
う
事
で
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

胃
液
は
強
い
酸
性
で
す
。そ
の
た
め
、

胃
の
中
に
は
細
菌
は
す
ま
な
い
と
い
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
１
９
８
３
年
に
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
者
が
胃
に
生
息
す

る
こ
の
細
菌
を
発
見
し
ま
し
た
。こ
の

菌
は
ウ
レ
ア
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
を
持
っ

て
い
て
自
分
の
周
り
を
ア
ル
カ
リ
性
に

し
て
酸
性
の
胃
液
か
ら
自
分
を
守
っ
て

生
き
て
い
ま
す
。昭
和
30
年
以
前
に
生

ま
れ
た
世
代
で
は
感
染
率
が
80
％
と
高

い
の
で
す
が
10
代
、
20
代
で
は
20
％
以

下
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。感
染
源
は
飲

み
水
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
、
今
の

完
備
さ
れ
た
水
道
水
で
育
っ
た
世
代
の

感
染
率
は
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
菌
に
感
染
し
て
い
て
ス
ト
レ

ス
等
の
要
因
が
加
わ
る
と
胃
潰

瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
が
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。逆
に
潰
瘍
の
患
者
さ

ん
の
お
よ
そ
90
％
の
方
が
こ
の
菌
に
感

染
し
て
い
ま
す
。潰
瘍
は
も
と
も
と
再

発
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。と
こ
ろ
が
、

潰
瘍
の
患
者
さ
ん
の
ピ
ロ
リ
菌
を
退
治

（
除
菌
）す
る
と
、胃
潰
瘍
で
再
発
率
お
よ

そ
11
％
、
十
二
指
腸
潰
瘍
で
は
お
よ
そ

7
％
と
、
再
発
が
極
端
に
少
な
く
な
り

ま
す
。潰
瘍
と
診
断
さ
れ
た
ら
、こ
の
菌

の
感
染
の
有
無
を
検
査
し
除
菌
治
療
を

し
ま
す
。除
菌
が
成
功
し
潰
瘍
の
治
癒

が
確
認
さ
れ
る
と
、
そ
の
後
の
治
療
は

不
要
と
な
り
、
再
発
の
確
率
が
低
く
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
菌
が
胃
が
ん
発
生
の
原

因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。こ
の
菌
に
感
染
し
て
い
る
場
合
、10

年
間
で
の
胃
が
ん
発
生
率
が
２
・
９
％

と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

感
染
検
査
す
る
方
法
に
は
、
内
視

鏡
で
胃
の
粘
膜
を
と
っ
て
調
べ

る
方
法
や
血
液
や
尿
の
抗
体
価
を
調
べ

る
方
法
、
検
査
用
の
薬
を
飲
ん
で
呼
気

を
調
べ
る
方
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。除

菌
を
す
る
に
は
、
３
種
類
の
薬（
胃
酸
の

分
泌
を
抑
え
る
薬
と
２
種
類
の
抗
菌
薬
）
を

１
週
間
服
用
し
て
、
１
カ
月
以
上
経
過

し
て
か
ら
除
菌
で
き
た
か
ど
う
か
を
検

査
し
ま
す
。も
し
除
菌
さ
れ
て
い
な
い

と
き
は
、
薬
の
種
類
を
変
え
て
再
度
試

み
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

近
頃
は
潰
瘍
が
な
く
て
も
除
菌
を

希
望
し
て
来
院
さ
れ
る
方
が
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
保
険
適
応
が
認

め
ら
れ
て
い
る
の
は
、潰
瘍
と
、血
液
疾

患
な
ど
の
特
殊
な
３
つ
の
疾
患
の
み
で

す
。そ
れ
ら
に
該
当
し
な
い
場
合
、自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。が
ん
の
予
防
の
た

め
に
は
一
日
も
早
く
保
険
診
療
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。



 

中央（大曲保健センター内／大曲） ☎0187-62-1015
健康増進センター ☎0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外） ☎0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田） ☎0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから
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９月以降は集団予防接種を行いません
ポリオワクチン予防接種

　予防接種法の改正に伴い、９月から不活化ポリオワ
クチンが導入される予定です。これまでの生ポリオワ
クチンは口から飲む経口接種でしたが、不活化ポリオ
ワクチンは注射による皮下接種となります。
　接種方法が変わるため、９月以降は、市が実施して
いる集団予防接種を行いません。大仙市では、医療機
関での個別接種を予定していますが、国・県の動きに
合わせて定期予防接種の内容を決定し、今後の市広報
などでお知らせします。

予防接種を勧めています
日本脳炎予防接種

　接種には予診票が必要です。市内の定期予防接種実
施医療機関に電話で予約して接種してください。予診票
がない場合は母子手帳を持ってお住まいの地域の健康
増進センター各分室（中央・西部・東部）にお越しください。
◆接種回数と標準的な接種時期／

※平成17年度から21年度まで、予防接種の案内が差し控えら
れていたため、平成７年６月１日から19年４月１日までに
生まれた方は、特例として20歳の誕生日の前日までの間、不
足分の接種を無料で受けることができます。
◆接種料金／無料

回数 標準的な接種時期
１期初回 ２回 ３歳 ※６日から28日の間隔をおいて２ 回
１期追加 １回 ４歳 ※１期初回終了後のおおむね１年後
２期 １回 ９歳 ※満９歳以降

◆各種健診（検診）の内容／肺がん等検診、特定健診、後
期高齢者健診、30歳・35歳の血液健診、肝炎ウイル
ス検診、前立腺がん検診、大腸がん検診

【協和地域の健診（検診）日程】
期日 会場 受付時間

８月 ８日（水） 峰吉川基幹集落センター
９日（木） 半仙自治会館
10日（金） 水沢会館
20日（月） 宇津野芋台自治会館
21日（火） 淀川分館
22日（水） 小種世代交流福祉館
23日（木）

協和保健センター
24日（金）
27日（月） 協和市民センター（和ピア）

①午後１時15分
 ～２時15分
②午後２時45分
 ～３時45分

協和と神岡の各会場で行います
８月・９月の健診（検診）日程

　８月から９月上旬まで、協和と神岡の各会場で各種
健診（検診）を行います。
　健診（検診）の申し込みをした方には、「平成24年度
各種健診（検診）通知書」と一緒に日程等の詳細を通知
しています。
　指定された日に受診できない方、またはお住まいの
地域の会場以外で受診したいという方は、健診（検診）
期間中であればどの会場
でも受診できます。事前
に申し込みをしていない
場合でも受診できます
ので、お住まいの地域の
健康増進センター各分室
（中央・西部・東部）にご連絡
ください。
　年に１回の大切な健康
チェックです。必ず受診
しましょう。

接種期限は８月31日（金）
二種混合定期予防接種

　二種混合（ジフテリア・破傷風）定期予防接種を行って
います。二種混合は、三種混合予防接種の最後の接種
で、免疫をより高める効果があります。
　予診票と実施医療機関・接種日の一覧は６月末に
小学校を通じて配布しています。医療機関によって
接種日や受付時間が異なりますので、事前に電話で
予約して接種してください。転入等で通知の届いてい
ない方は、お住まいの地域の健康増進センター各分室
（中央・西部・東部）にご連絡ください。
◆接種対象／市内に住所がある小学６年生
 （平成12年４月２日～13年４月１日生まれ）
◆接種費用／無料
◆接種期限／８月31日（金）

【神岡地域の健診（検診）日程】
期日 会場 受付時間

８月28日（火）

神岡農村環境
改善センター

29日（水）
30日（木）
31日（金）

９月 ３日（月）
４日（火）
５日（水）

①午後１時15分
 ～２時15分
②午後２時45分
 ～３時45分
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各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200

■各図書館イベント／
【おはなし会】
　南外 　８月   １日（水）午前10時～
　仙北 　８月11日（土）午前10時 30分～
　西仙北 　８月18日（土）午前10時～
　神岡 　８月18日（土）午前11時～
【どんぐり文庫　おはなし会】
　太田（敬愛館）　８月18日（土）午前９時30分～ 11時
■大曲図書館企画展　平和図書コーナー
　期間／８月２日（木）から31日（金）まで
　時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【８月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼６日＝中仙、、
仙北▼25日＝大曲▼27日＝協和【９月】▼３日～７日＝大曲（資料整理期間）
▼３日＝神岡、中仙、南外、仙北、太田▼５日＝西仙北▼24日＝協和

大曲図書館のおすすめ

8月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

オリンピックヒーローたちの物語
大野益弘／著（ポプラ社）

（大曲、神岡、仙北図書館所蔵あり）

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集します。
興味のある方は、大曲図書館まで連絡ください。

※慶祝＝市長等が出席する行事の会費やお祝いなど
※協賛＝各種事業協賛金や各種大会市長賞および
　　　　副賞など
※弔慰＝行政委員会の委員等、市政に深く関わりの
　　　　ある方や旧市町村の功労（績）者に対する
　　　　香典など

市長交際費 （６月１日～31日）
摘 要 件 数 金   額
慶 祝 21 113,276 円
協 賛 3 13,750 円
弔 慰 7 90,000 円
合 計 31 217,026 円

韓国唐津市バドミントン交流訪問団の歓迎レセプ
ションに参加。同訪問団のメンバーらと記念撮影
をする栗林市長（写真前列右から５人目）
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 １日・水 南外地域市長面会日
 ４日・土 首都圏大曲会（東京都）
 ６日・月 定例記者会見
 ７日・火 仙北地域市長面会日
 ８日・水 全日本大学軟式野球選手権大会
 10日・金 秋田県後期高齢者医療広域連合

議会臨時会（秋田市）
 15日・水 大仙市成人式
  彩夏せんぼく2012
  ふるさと西仙まつり
 16日・木 第 28回ドンパン祭り
 19日・日 大曲の花火 花火ウィーク開会式
 22日・水 仙北組合総合病院運営委員会
 25日・土 第 86回全国花火競技大会
 26日・日 第86回全国花火競技大会表彰式
 30日・木 第３回市議会定例会
  （第１日　～９月20日）※予定
 31日・金 平成24年度大仙市総合防災訓練
  （開催地／南外地域）

  大曲中学校創立50周年記念式典、
祝賀会

　４年に１度のスポーツの祭典、オリン
ピック。第30回目の記念すべき今大会に
は、ロンドンに204の国と地域からトップ
アスリートたちが集結します。
　今回のおすすめは、オリンピックの感動の裏に隠されたアスリート
の努力を綴ったノンフィクションです。この他にも、さまざまなスポ
ーツの本や世界の国々を知ることができる本を多数所蔵しています。
読書をとおしてより深くオリンピックを楽しみましょう。

8
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

小
説
・
一
般
向
け
図
書

○
惜
櫟
荘
だ
よ
り
／
佐
伯
泰
英

○
チ
マ
チ
マ
記
／
長
野
ま
ゆ
み

○
二
重
生
活
／
小
池
真
理
子

○
烈
し
い
生
と
美
し
い
死
を
／
瀬
戸
内
寂
聴

○
花
の
さ
く
ら
通
り
／
荻
原
浩

○
ひ
な
こ
ま
ち
／
畠
中
恵

○
迷
宮
／
中
村
文
則

○
も
う
、
忘
れ
た
の
？
／
酒
井
順
子

○
夢
よ
り
短
い
旅
の
果
て
／
柴
田
よ
し
き

○
カ
ミ
カ
ゼ
／
永
瀬
隼
介

○
清
須
会
議
／
三
谷
幸
喜

○
特
殊
警
備
隊
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ク
／
福
田
和
代

○
エ
リ
ー
ト
の
転
身
／
高
杉
良

○
ナ
ン
バ
ー
／
相
場
英
雄

○
し
げ
る
の
か
あ
ち
ゃ
ん
／
城
ノ
内
ま
つ
子

○
お
し
え
て
お
し
え
て
／
マ
ー
カ
ス
・
フ
ィ
ス
タ
ー

○
お
に
ぎ
り
が
し
ま
／
や
ぎ
た
み
こ

○
オ
バ
ケ
の
長
七
郎
／
な
な
も
り
さ
ち
こ

○
大
接
近
!
妖
怪
図
鑑
／
軽
部
武
宏

○
ぼ
く
の
こ
え
が
き
こ
え
ま
す
か
／
田
島
征
三
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中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111内線 169
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）
 ☎ 0187-88-8030

「ドンパンお口の体操」のパンフレットを希望する方は各地域包括支援センターへ

お口の働きを維持するための「ドンパンお口の体操」を紹介

介護保険事務所
 からのお知らせ

 
食
事
を
楽
し
み
、
い
つ
ま
で
も
元
気
な
体
を
保
と
う

健
康
長
寿
は
お
口
の
健
康
か
ら

高
齢
期
に
な
る
と
、噛
む

力
や
飲
み
込
む
力
が

次
第
に
弱
く
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
硬
い
も
の
や
噛

み
に
く
い
も
の
を
好
ん
で
食

べ
な
く
な
り
、
十
分
な
栄
養

を
摂
取
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、口
の
周
り
の
筋

肉
を
動
か
す「
ド
ン
パ
ン
お
口

の
体
操
」を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。舌
の
動
き
が
な
め
ら
か
に

な
り
、飲
み
込
み
も
良
く
な
る

体
操
で
す
。食
べ
る
た
め
の
機

能
の
低
下
を
予
防
し
、食
事
を

楽
し
み
な
が
ら
、い
つ
ま
で
も

元
気
な
体
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、噛
む
力
を
守
る
た
め

に
は
、
自
分
に
し
っ
か
り
と
あ

っ
た
義
歯（
入
れ
歯
）を
使
う
こ

と
が
大
切
で
す
。毎
日
の
歯
磨

き
と
う
が
い
（
口
腔
ケ
ア
）
と
合

わ
せ
て
、義
歯（
入
れ
歯
）も
し
っ

か
り
お
手
入
れ
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、半
年
に
１
回
程
度
、

歯
医
者
さ
ん
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

要介護認定の申請をして、「要支援１・２」「要介
護１～５」のいずれかの認定を受けた方は介護

保険のサービスを利用できます。

【問い合わせ】
 介護保険事務所 認定審査班 ☎0187-86-3912 
 各地域包括支援センター、各支所市民サービス課

■■「要介護１～５」「要介護１～５」の認定を受けた方の認定を受けた方

【「施設サービス」を利用したい場合】
　入所を希望する施設に直接申し込んでください。
【「在宅サービス」を利用したい場合】 
①居宅介護支援事業所へ連絡して、ケアプラン（居宅サ
ービス計画）の作成を依頼します。

※居宅介護支援事業所については、介護保険事務所ホームページ
（http://www.oskaigonet.or.jp/）をご覧いただくか、または介護保
険事務所、各地域包括支援センター、各支所市民サービス課に
用意してある一覧表でご確認ください。

②担当のケアマネジャーにケアプランを作成しても
らいます。適切な介護サービスを利用できるように
相談しましょう。（サービス提供事業所との連絡・調整は
ケアマネージャーが行います）
③ケアプランにそって「在宅サービス」が始まります。

■■「要支援１・２」「要支援１・２」の認定を受けた方の認定を受けた方

①はじめてサービスを利用する方は、地域包括支援セ
ンターに連絡して介護予防ケアプラン（介護予防サー
ビス計画）の作成を依頼します。
　また、これまで介護サービスを利用していた方で
「要支援１・２」と認定された方は担当のケアマネジ
ャーに相談してください。
②担当のケアマネジャーに介護予防ケアプランを作
成してもらいます。適切な介護予防サービスを利用
できるように相談しましょう。（サービス提供事業所
との連絡・調整はケアマネジャーが行います）
③介護予防ケアプランにそって「在宅サービス」が始
まります。

※「要支援１・２」と判定された方は「施設サービス」を利用する
ことはできません。

認定によって受けられるサービスが異なります
要介護認定から介護保険のサービス利用まで

むすんでひらいて
〝健

け ん

口
こ う

体操〟 （口唇・舌体操）
童謡「むすんでひらいて」に
合わせてやってみましょう

パンフレット
「ドンパンお口
の体操」から

むすんで　

①

ひらいて

②

ベロだして

③

むすんで　

④

またひらいて

⑤

ベロだして

⑥

その　ベロ

はなに

⑦

ベロを右に

⑧

ベロを左に

⑨

ベロをグルグル

まわします

⑩

「ド
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地域情報
知って　　  する
得

　水神社の例大祭で県内唯一の国宝
「線刻千手観音等鏡像」のご開帳が行
われます。平安時代後期（11世紀）の作
と推定される鏡像は、江戸時代前期
に中仙の豊岡地区で掘り出され、昭
和28年に国宝に指定されています。
■日時／８月17日（金） 午後２時～３時
■会場／水神社
（中仙豊川観音堂地区）
■拝観料／無料
【問い合わせ】
 文化財保護課 ☎0187-63-8972

線
せん

刻
こく

千
せん

手
じゅ

観
かん

音
のん

等
とう

鏡
きょう

像
ぞう

   年に一度のご開帳
秋田県内唯一の国宝

中央に千手観音菩
ぼ
薩
さつ
立
りつ
像
ぞう
、左に功

く
徳
どく

天
てん
、右に婆

ば
蘇
す
仙
せん
の像、上方には守護神

八体・観音八部衆が巧みな線刻で描
かれている線刻千手観音等鏡像

ぼ さ り ぞう く ど

太田夏季囲碁大会
　申し込みは不要です。参加希望
の方は直接会場にお越しください。
■日時／８月18日（土）午前10時～
（午前９時30分受け付け開始）
■会場／太田公民館（太田庁舎北側）
■参加費／1,500円（昼食、記念品代）
【問い合わせ】
 太田町囲碁同好会 戸嶋さん
 ☎0187-88-1770

ドンパン踊り野外練習
　８月16日開催のドンパン祭り
に向けて野外練習を行います。本
番前に振り付けをおさらいしませ
んか。
■日時／８月６日（月）午後７時～
■会場／ドンパン広場（中仙庁舎前）
【問い合わせ】
 ドンパン祭り実行委員会事務局
  （中仙農村環境改善センター内）
 ☎0187-56-2337

釣り大会
in 真木関根緑地広場

　イワナやヤマメ、ニジマスの釣り
大会・つかみどり大会を行います。
申し込みは不要です。直接会場に
お越しください。
■日時／８月15日（水）
【釣り】午前９時～11時
【つかみどり】午前11時～正午
■会場／真木関根緑地広場
■参加費／中学生以下無料、

大人1,000円（組合員以外の方）
【問い合わせ】
 仙北漁業協同組合太田支部
 髙橋さん ☎0187-89-1332

みんな集まれ！
くらしの歴史館夏まつり

　昔の遊び体験、農機具体験、大仙
民話の会による昔語りなどを通じ
て、昔のくらしに触れてみませんか。
　わたアメ作りや射的など縁日体
験もできます。ぜひ家族でご参加く
ださい。
■対象／小学２年生から６年生まで
の児童とその保護者 （小学２年生は保
護者・年長の方と一緒に参加してください）
■日時／８月10日（金）

午後１時～４時30分
■会場／総合民俗資料交流館「くら
しの歴史館」（旧峰吉川小学校）
■定員／40人
■申込期限／８月９日（木）
■参加費／児童１人300円
（体験材料費等） ※保護者は無料
【問い合わせ・申し込み】 
 文化財保護課 ☎0187-63-8972

ムシできない！
「くら歴」昆虫大博覧会

　カブトムシなどのお馴染みの昆虫
のほか、秋田県の絶滅危惧リストに
載っている珍しい昆虫「ヒメサナエ」
など、標本約2,600種を展示します。
■期間／８月１日（水）から

21日（火）まで（月曜を除く）
■時間／午前９時～午後４時30分
■会場／総合民俗資料交流館「くら
しの歴史館」展示交流室
■入場料／無料
【問い合わせ】 
 文化財保護課 ☎0187-63-8972

協和 コンサートで歌おうKMC合唱団団員募集
　地域の皆さんとつくるKMC合唱
団では、12月９日に開催する「第
17回きょうわミニコンサート」の
合唱団員を募集しています。
　園児・小学生から大人まで、経験
がない方も歓迎します。出演者と
一緒に音楽を楽しみませんか。
■参加費／１人1,000円
【問い合わせ・申し込み】
 きょうわミニコンサート
 実行委員会 伊藤さん
 ☎018-892-3603

小学校の自由研究の題材にもお勧めです。
ぜひお越しください

8／17
金

協和

協和

中仙 太田

太田
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大曲武道館で整備した柔道畳大曲武道館で整備した柔道畳

相談には申し込みが必要です
社会福祉協議会の無料法律相談

①【大仙市社会福祉協議会本所

での無料法律相談】

日時／８月９日（木）

午前10時～午後３時
相談員／草薙秀樹さん（弁護士）

申込期限／８月７日（火）

②【大仙市社会福祉協議会協和支所

での無料法律相談】

日時／８月23日（木）
午前10時～午後３時

相談員／河村憲史さん（弁護士）

申込期限／８月21日（火）
◆定員／各８人 ※相談は１人30分程度

【問い合わせ・申し込み】

①大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277
②大仙市社会福祉協議会協和支所

 ☎018-892-3532
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員
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先
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【大仙市】

 鈴
すず

木
き

通
みつ

明
あき

さん ☎090-2276-1113
【仙北市】

 西
にしのみや

宮陽
よう

助
すけ

さん ☎0187-53-2565
【美郷町】

 加
か

藤
とう

千
ち

恵
え

子
こ

さん ☎0187-84-2234
【問

と

い合
あ

わせ】

 男
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女
じょ

共
きょう

同
どう

参
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画
かく

・交
こう

流
りゅう

推
すい

進
しん

課
か

 ☎0187-63-1111 内
ない

線
せん
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納期限は８月31日（金）
個人事業税（１期）

　最寄りの金融機関で忘れずに納

付してください。

　納税には安全・確実な口座振替

をお勧めしています。各金融機関

の窓口に申し込みはがきを用意し

ていますのでぜひご利用ください。

※ゆうちょ銀行では口座振替を利用で

きませんのでご注意ください。

【問い合わせ】

 秋田県総合県税事務所収納管理課

 ☎018-860-3331

野菜、山菜、漬物など
農産物・加工品を販売

◆８月の営業日／５日（日）、12日（日）、
19日（日）、26日（日）
◆時間／午前９時30分～
◆会場／秋田県立農業科学館

・エントランス広場

【問い合わせ】

 佐藤シヅヱさん ☎0187-68-3070

無料の託児を行います
子育てママの就職相談

◆対象／子育てをしながら仕事を

探している方で相談当日、お子さ

ま連れの方

◆相談日／毎月第２・第４木曜日

◆時間／午後１時～４時

◆会場／女性センター

【問い合わせ・申し込み】

 女性センター ☎0187-62-1713

８月は電気使用安全月間
感電事故に注意しましょう

　夏は肌の露出が多くなり、汗も

かくことから、電気が流れやすく

なります。

　電気を使う時

は感電事故に注

意しましょう。

【問い合わせ】

 東北電気保安協会大曲事業所

 ☎0187-63-1040

スポーツ振興くじ助成金を活用
スポーツ施設の備品等を整備

　市では、スポーツ振興くじ助成金

を活用し、八乙女球場にピッチング

マシン１台を導入したほか、大曲武道

館の柔道畳を整備しました。ピッチ

ングマシンの貸し出しを希望する方

はスポーツ振興課にご連絡ください。

【問い合わせ】

 スポーツ振興課

 ☎0187-63-1111 内線344

暴力団排除にご協力ください
全国花火競技大会会場付近の私有地貸し出しに注意

　平成24年４月１日から大仙市暴
力団排除条例が施行されました。

　市内の空き地や駐車場などを

所有・管理する方は、花火競技大

会当日にその借用の申し出があ

った場合には、主催者や警察な

どの関係機関に相談し、暴力団

関係者からの借用の申し出につ

いては絶対断るよう、市民の皆

さんのご協力をお願いします。

　会場を訪れた方々が安心して

大曲の花火を楽しめるよう、ま

た貸し出しをめぐってトラブル

などが起こらないよう、暴力団

排除にご協力をお願いします。

【問い合わせ】

 第86回全国花火競技大会事務局
 ☎0187-62-1262
 大仙警察署 ☎0187-63-3355（代表）

八乙女球場に導入したピッチングマシン八乙女球場に導入したピッチングマシン
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大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

①【第二種電気工事士

筆記試験（下期）準備講習・入門編】

期日／９月４日（火）・５日（水）

②【第二種電気工事士

筆記試験（下期）準備講習・基礎編】

期間／９月11日（火）から
14日（金）まで

③【第一種電気工事士

筆記試験準備講習・基礎編】

期間／９月18日（火）から
21日（金）まで

④【WordによるPOP広告・案内状

作成講習】

期日／９月24日（月）・25日（火）
⑤【宅地建物取引主任者

資格試験準備講習】

期日／９月24日（月）・25日（火）
◆対象／会社等に勤務している方

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／①②③各20人、④⑤各10人
◆受講料／無料（別途、テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校民間訓練支援室

 ☎0187-62-6321

企業組合で新たなビジネスを
グループ創業塾

　企業組合制度を活用した創業の

ためのセミナーです。企業組合とは、

仲間や家族などが集まり、自ら働く

場を創出する法人組織です。創業プ

ロセスや事業戦略を学びませんか。

◆日時／８月26日（日）、９月２日（日）・
９日（日）午前10時～午後５時 ※全３回
◆会場／秋田県青少年交流センター

「ユースパル」（秋田市寺内神屋敷3-1）

◆定員／20人
◆受講料／2,000円（３回分）
◆申込期限／８月17日（金）
【問い合わせ・申し込み】

 秋田県中小企業団体中央会

 商業振興課 ☎018-863-8701

社会福祉法人大空大仙
平成25年度採用職員募集
◆募集職種・受験資格／

①【事務職員】

　総務・経理に精通しワード・エク

セルなどのパソコン操作ができる

方で日本商工会議所簿記検定試験

２級程度を合格している方

②【保育士・幼稚園教諭】

　保育士証、幼稚園教諭免許の両

方を取得している方、または平成25
年３月31日までに取得見込みの方
③【栄養士】

　栄養士免許を取得している方、

または平成25年３月31日までに取
得見込みの方

④【調理員】

　調理師免許を取得している方、

または平成25年３月31日までに取
得見込みの方

※①～④すべて普通自動車運転免許を

取得している方に限ります。

◆申し込み方法／大空大仙事務局、

児童家庭課に用意してある受験申込

書に必要事項を記入し提出（郵送可）

※申込書は市ホームページ（http://www.
city.daisen.akita.jp/）からダウンロード
できます。

◆申込期間／８月３日（金）から23
日（木）までの午前８時30分～午後
５時15分（土・日を除く）※必着
◆採用予定人数／

①③各１人、②10人程度、④２人
◆試験詳細／

【第１次試験】

日時／９月16日（日）午前９時～
会場／中仙農村環境改善センター

試験科目／一般教養試験、適性検

査、小論文

【第２次試験】

期日／10月14日（日）
※詳細は第１次試験合格者に文書で通知

【問い合わせ・申し込み】

 社会福祉法人大空大仙事務局

 （中仙庁舎内） ☎0187-56-7677

IT事務基礎科
求職者支援訓練受講者募集

　ビジネスマナーやコミュニケーシ

ョンスキル、情報処理のためのIT技
術、会計・簿記の基礎的な能力を身

に付けて、再就職を目指しませんか。

　一定の要件を満たす方には、訓

練期間中の生活保障として、月額

10万円が支給されます。
　選考は面接と筆記試験で行いま

す。詳細は問い合わせください。

◆対象／①雇用保険を受給できな

い（受給を終了した場合を含む）②ハロ

ーワークに求職の申し込みをして

いる③キャリアコンサルティング

を受け、求職者支援訓練の支援指示

を受けている̶をすべて満たす方

◆訓練期間／９月27日（木）から
12月26日（水）まで
（土・日、祝日、指定日を除く）

◆時間／午前９時～午後３時50分
◆会場／RanRanスクール

（花館常保寺97-1）

◆定員／８人 ※申込者が半数に満た
ない場合は中止になることがあります。

◆申し込み方法／最寄りのハロー

ワークで申し込みください。

◆申込期限／８月24日（金）
【問い合わせ】

 RanRanスクール 髙橋さん
 ☎0187-86-0845

男女の出会いや結婚を応援
結婚サポーター登録者募集

　結婚サポーターは、秋田県に登

録し、市やあきた結婚支援センタ

ーと協力して活動する結婚支援ボ

ランティアです。「地域の世話焼

きさん」として活動したい方の登

録をお待ちしています。

　詳細は問い合わせください。

◆活動内容／結婚に関する相談、

独身の方の引き合わせや紹介、あ

きた結婚支援センターが開催する

イベントなどのピーアール

【問い合わせ・申し込み】

 男女共同参画・交流推進課

 ☎0187-63-1111 内線295
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第35回全日本大学軟式野球
選手権大会

　大仙市と横手市の各球場で全国

23連盟・224校の代表23チームが対
戦します。日本一を懸けた熱戦を

ぜひ観戦ください。

　日程の詳細は、全日本大学軟式野

球連盟ホームページ（http://junbf.jp/）を
ご覧になるか、問い合わせください。

◆開催期間／８月８日（水）から

12日（日）まで
◆市内会場・日程／

【大曲球場】

８日午前10時～（１回戦２試合）
９日午前10時～（２回戦２試合）
10日午前10時～（３回戦２試合）
【仙北球場】

８日午前10時30分～（１回戦２試合）
９日午前10時～（２回戦２試合）
【問い合わせ】

 スポーツ振興課

 ☎0187-63-1111 内線343

フラワーアレンジメントを学ぶ
市民フラワーデザイン講座

◆日時／８月８日（水）・22日（水）
午後５時～７時※毎月第２・第４水曜日

◆会場／はぴねす大仙

◆受講料／無料

（別途、材料代1,500円程度）

【問い合わせ・申し込み】

 NPO法人フラワーデザイン普及協会
 栗林さん ☎090-2270-6644

花火の歴史的資料を多数展示
「三遠煙火コレクション」花火展

　市では、全国の花火に関する資

料を収集・保存する「花火伝統文化

継承事業」を行っています。三遠煙

火株式会社（静岡県）、株式会社中日

新聞社（愛知県）から寄贈いただいた

花火に関する浮世絵、花火玉や仕

掛け花火の模型などを展示します。

◆期間／８月18日(土)から
26日(日)まで（月曜を除く）

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／産業展示館

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 総合政策課

 ☎0187-63-1111 内線229

NEWストリングスプラザ
記念演奏会

　NHK交響楽団でコンサートマスタ
ーを務める山口裕之さんの指揮のも

と、幼児からシニアまで幅広い音楽

愛好者がプロの演奏家と共演します。

◆日時／８月19日（日）
午後２時開演（午後１時30分開場）

◆会場／大曲市民会館・大ホール

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 NEWストリングスプラザの会
 坂本さん ☎0187-63-4514

奥羽本線で行く
「新庄まつり」見学ツアー

　山形新幹線大曲延伸推進会議で

は、奥羽本線の利用促進と秋田県

内への山形新幹線延伸運動ピーア

ールのため、「新庄まつり」の宵ま

つりを見学するツアーを行います。

奥羽本線での旅を楽しみませんか。

◆期日／８月24日（金）
◆出発駅・時間／

○JR大曲駅・午後３時28分発
○JR横手駅・午後３時47分発
○JR湯沢駅・午後４時６分発
◆定員／120人
◆参加費／1人1,800円

（乗車券代・観覧席代込み）

◆申し込み開始／８月１日（水）

【問い合わせ・申し込み】

 羽後交通観光湯沢営業所

  ☎0183-73-1151

　大仙市を拠点に夏季合宿を行っている横浜商科大学硬式野球部が、夏

期合宿15周年を記念して公開交流戦を行います。
　ハイレベルな試合をぜひ観戦ください。

※このほか、８月中、成城大学、千葉商科大学、上智大学、学習院大学、鎌倉学園高校、

東京学芸大学附属高校の硬式野球部、立教大学準硬式野球部、早稲田大学応援部

が市内の各球場等でスポーツ合宿を行っています。

【問い合わせ】 スポーツ振興課 ☎0187-63-1111 内線343

期日 時間 対戦 会場
８月15日（水）

午後１時～
 横浜商科大学 対 富士大学

大曲球場

16日（木）  横浜商科大学 対 青森大学
18日（土）  横浜商科大学 対 日本製紙石巻

19日（日）
午前10時～  八戸大学 対 日本製紙石巻
午後１時～  横浜商科大学 対 八戸大学

20日（月） 正午～  横浜商科大学 対 東北福祉大学

8月月15日日  20日日  水 月▶

ぜひ観戦ください

横断歩道は歩行者優先  ～８月10日まで「夏の交通安全運動」～
○横断歩道を渡る時は、手で合図し、左右の安全を確認しましょう。
○歩行者が横断している時は、運転者は必ず一時停止しましょう。

８月は「飲酒運転追放県民運動」強調月間
○運転する人には、絶対に酒を飲ませない。
○酒を飲んだ人には、絶対に車を運転させない。

横浜商科大学公式野球部
夏季合宿15周年記念交流戦

会場／大曲球場会場／大曲球場

DAISEN City Public Relations 2012.841



8月1日 水 ～17日 金
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯… 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲
９日（木）
10:00～

大曲交流
センター

おかあさんと
あそぼう

７日
（火）

30日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう 28日

（火）

神岡 21日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園

砂遊び・水遊び
をしよう

20日
（月）

西仙北 22日（水）
10:00～

みつば
保育園

水遊びをしよう
（ビニールプール） なし

中仙 28日（火）
9:30～

なかせん
ワイワイらんど

大型絵本の読み
聞かせ、身体計測 なし

協和 ８日（水）
10:00～ 協和保育園 お水で

チャプチャプ
７日
（火）

南外 ３日（金）
9:30～

つきの木
こども園

お水で
ちゃぷちゃぷ

２日
（木）

仙北

８日（水）
9:30～ 仙北南

保育園
水遊びを
楽しもう！

３日
（金）

29日（水）
9:30～

24日
（金）

太田 23日（木）
10:00～

おおた
保育園 みんなで遊ぼう なし

【問い合わせ・申し込み】 各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

※申し込み状況で、申込期限前に締め切ることがあります。

　未就園の子どもを対象にしたイベントをお知らせします。

INFO.EV   NTSE
月の子育てイベント情報8

【問い合わせ】 まるこのひろば
 子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544
【まるこ電話相談】 子育ての悩みを相談ください
 ☎0187-63-4166  ※午前10時～午後４時 （水曜休み）

※体操教室…毎週月曜日（祝日を除く）
①午前10時～ ②午後１時30分～
「みんなで歌おう！」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
２日（木）
13:30～ 「夏だ！フラダンス」（夏のリズムにのって）

３日（金）
10:30～

「離乳食講座」
（夏野菜で作る簡単離乳食）

【随時】高齢者の
ための生活相談

７日（火）
13:30～

「防ごう：交通事故と振り込め詐欺」
（自分の命は自分で守り、誘惑にも惑わされない）

21日（火）
10:30～

「いっしょに遊ぼう！」
（親子で交流を）

【随時】高齢者の
ための生活相談

27日（月）
10:30～

「誕生会」
（８月生まれの子）

【随時】高齢者の
ための生活相談

まるこのひろば  8月のイベント案内

　お気に入りの写真や花を台紙に貼って、しおりやラン
チョンマットを作ってみませんか。
◆日時／８月９日（木）・10（金）・11（土）午前10時～正午
◆会場／うさちゃんひろば（中仙市民会館ドンパル内）
◆持参するもの／お気に入りの写真（花は用意しています）
【問い合わせ】 
 うさちゃんひろば（中仙市民会館ドンパル内）
  ☎0187-56-7200

うさちゃんひろば  イベント案内
「しおりとランチョンマットを作ろう」

土11
10 金

13 月

月6

火14

8 水
第35回全日本大学軟式野球選手権大会（～ 12日）
■大曲球場、仙北球場 ▶P.41
消費生活相談室「移動相談」
■午後１時～４時■西仙北高齢者ふれあいセンター

外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  佐藤歯科クリニック（太田）☎ 0187-86-9955
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

12 日

木9
大曲駅ホーム発車ベル「秋田おばこ節」完成セレモニー
■午前９時10分～■ JR 大曲駅夏休み親子環境学習「さかな博
士になろう」 ※要申し込み
■午前９時30分～正午■道の駅なかせん集合
子育てママの就職相談 ※要申し込み 
■午後１時～４時■女性センター ▶P.39

3 金

7 火
仙北地域市長面会日 ※申込者のみ■午前10時～正午■仙北庁舎
ひだまりコーヒーサロン
■午後１時～３時■大川西根公民館（100円）

第28回ドンパン祭り
■午後１時30分～９時30分■ドンパン広場 ▶P.13
角間川盆踊り
■午後７時30分～■角間川町本通り ▶P.13

16 木

2 木

土4 じいじ力UP応援講座「温かさが伝わるこだわりのマイ箸づくり」
 ※要申し込み ■午前９時30分～午後１時■はぴねす大仙

南外地域市長面会日 ※申込者のみ■午前10時～正午■南外庁舎
消費生活相談室「移動相談」
■午後１時～４時■中仙農村環境改善センター

8／1 水

大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時30分～正午、午後１時～４時30分
■【家庭系ごみ】65円／10㎏ 【事業系ごみ】130円／10㎏
夏休み親子料理教室 ※要申し込み
■午前９時30分～午後１時■はぴねす大仙
TANGO PASSION ～ 魅惑のタンゴショー ～
■午後６時開演（午後５時30分開場）■大曲市民会館・大ホール
■チケット全席指定（3,000～ 4,000円）▶P.11
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  こまい歯科医院（大曲）☎ 0187-62-4189
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

5 日

線
せん
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こく

千
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手
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観
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音
のん

等
とう

鏡
きょう

像
ぞう

 年に一度のご開帳
■午後２時～３時■水神社 ▶P.3817 金

水15

大仙市成人式
■午前10時～■大曲市民会館・大ホール
横浜商科大学硬式野球部 夏季合宿15周年記念交流戦（～ 20日）
■大曲球場 ▶P.41
消費生活相談室「移動相談」■午後１時～４時■仙北庁舎
彩夏せんぼく2012
■午後３時～９時■「払田柵跡」内特設会場 ▶P.13
ふるさと西仙まつり
■【灯ろう流し】午後７時 40分～【花火】午後８時～
■雄物川河川敷（刈和野橋上流） ▶P.13
神岡地域行政相談■午前10時～正午■神岡福祉センター
仙北地域行政相談■午後１時30分～４時■仙北庁舎
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【問い合わせ】【問い合わせ】
 市役所 商工観光課 ☎ 0187‒63‒1111内線249 市役所 商工観光課 ☎ 0187‒63‒1111内線249
 大曲商工会議所 ☎ 0187‒62‒1262 大曲商工会議所 ☎ 0187‒62‒1262
 大仙市観光情報センター 大仙市観光情報センター（JR大曲駅２階）（JR大曲駅２階）☎0187‒86‒0888☎ 0187‒86‒0888

8月月25日（土）日（土）
昼花火の部／午後５時～昼花火の部／午後５時～
夜花火の部／午後６時50分～夜花火の部／午後６時50分～
会場／雄物川河川緑地運動公園会場／雄物川河川緑地運動公園
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今日も〝だいせん日和〟担当者コラム

●編 集 発 行 秋田県大仙市企画部総合政策課　☎0187(63)1111（代表）
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人　口 89,020人     （-   49）

　男 41,845人     （-   33）

　女 47,175人      （-   16）

世帯数 30,954世帯  （+ 11）

出　生   42 人
死　亡   99 人
転　入   107 人
転　出   99 人

6/30現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳

▼
昨
年
の
秋
か
ら
空
手
を
習
い
始
め
た
長
男
が
、先

日
昇
級
審
査
で
合
格
し
、
７
級
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。た
だ
、帯
の
色
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
白
の
ま
ま
な

の
で
、
素
人
目
に
は
８
級
と
７
級
の
境
界
線
が
わ
か

り
ま
せ
ん
。「
７
級
っ
て
強
い
の
？
」と
長
男
に
問
わ

れ
、悩
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
▼
さ
て
、長
男
が
こ
れ
ま

で
参
加
し
た
２
度
の
審
査
会
の
会
場
で
一
緒
に
な
っ

た
他
の
道
場
の
練
習
生
の
中
に
と
て
も
印
象
的
な

方
が
い
ま
す
。そ
れ
は
、小
学
生
に
交
じ
っ
て
試
験
を

受
け
て
い
る
、
70
歳
は
超
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
白
帯

の
男
性
。動
き
そ
の
も
の
は
小
学
生
と
比
較
す
る
と

緩
や
か
。し
か
し
、２
度
目
の
審
査
会
で
は
、明
ら
か

に
前
回
よ
り
も
動
作
に
力
強
さ
と
キ
レ
が
増
し
て

い
る
！
い
く
つ
歳
を
取
ろ
う
と
も
努
力
は
重
ね
る
ほ

ど
に
体
に
染
み
込
ん
で
い
く
ん
だ
、
と
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
▼
い
ず
れ
勝
負
の
壁
に

ぶ
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
れ
で
も「
練
習
の
積
み

重
ね
で
取
っ
た
７
級
だ
。強
く
な
っ
た
証
拠
な
ん
だ

よ
」長
男
に
は
そ
う
答
え
ま
し
た
。             （
き
）


